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本
日
、田
原
市
議
会
第
１
回
定
例
会

の
開
会
に
あ
た
り
ま
し
て
、「
市
政

運
営
の
基
本
方
針
」「
主
要
施
策
」に
つ
い

て
所
信
の
一
端
を
申
し
上
げ
、議
会
の
皆

さ
ま
な
ら
び
に
市
民
の
皆
さ
ま
に
、ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
は
、５
つ
の
基
本
方
針
を

掲
げ
て
、国
民
自
ら
が
困
難
を
克
服
し
、困

っ
て
い
る
と
き
は
助
け
合
い
、励
ま
し
あ

う「
自
立
と
共
生
」の
考
え
を
基
本
理
念
と

し
て
、国
民
本
位
の
信
頼
さ
れ
る
政
治
、行

政
の
実
現
に
向
け
て
い
く
と
の
方
針
が
示

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、愛
知
県
に
お
い
て
は
、内
外
の
経

済
動
向
や
原
油
価
格
の
高
騰
、少
子
高
齢

化
な
ど
不
透
明
感
が
感
じ
ら
れ
る
中
で
、

「
県
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
」「
地
域
活
力

の
維
持
・
向
上
」「
２
０
１
０
年
に
向
け
た

主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
」を
進
む
べ

き
方
向
と
し
て
、健
全
財
政
の
推
進
、安
定

的
な
財
政
運
営
の
確
保
を
方
針
と
し
て
予

算
編
成
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、本
市
は
、温
暖
な
気
候
と
豊
か
な

自
然
、温
か
い
人
情
を
ま
ち
の
財
産
と
し

て
、地
域
の
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、農
業

を
始
め
と
す
る
漁
業
・
工
業
・
商
業
・
観
光

の
活
発
な
活
動
に
よ
り
、大
き
く
発
展
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。そ
し
て
、住
み
よ
い
ま

ち
と
し
て
全
国
的
な
評
価
も
得
て
お
り
ま

す
。こ
の
よ
う
な
評
価
も
、先
人
の
知
恵
と

並
々
な
ら
ぬ
努
力
、そ
し
て
そ
れ
を
引
き

継
い
で
、さ
ら
に
発
展
を
目
指
し
て
こ
ら

れ
た
皆
さ
ま
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
情

熱
と
ご
尽
力
に
よ
り
、活
力
あ
る
田
原
市

を
築
き
あ
げ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

本
市
は
、２
０
３
０
年（
平
成
42
年
）ご

ろ
を
目
標
と
す
る
将
来
都
市
像『
う
る
お

い
と
活
力
の
あ
る
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
』の

実
現
に
向
け
て
、６
つ
の
ま
ち
づ
く
り
方

針
に
基
づ
く
総
合
計
画
を
策
定
し
、平
成

19
年
度
を
初
年
度
と
し
て
第
一
歩
を
踏

み
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。こ
の
歩

み
を
着
実
に
進
め
、住
み
よ
さ
が
実
感
で

き
る
豊
か
で
美
し
く
、誇
れ
る
ま
ち
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、地

域
・
市
民
・
団
体
・
企
業
な
ど
と
連
携
し
て

取
り
組
む
市
民
参
加
と
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
は
、「
市
民
の
参
加
と
協

働
」を
基
本
と
し
て
、総
合
計
画
の
目
標
に

向
け
た
着
実
な
推
進
と
、健
全
で
安
定
し

た
財
政
を
推
進
す
る『
着
実
・
発
展
型
の
予

算
』と
し
て
編
成
を
い
た
し
ま
し
た
。そ
の

具
体
的
施
策
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

1
市
民
の
参
加
と

　

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

2
子
ど
も
支
援
と

　

少
子
高
齢
化
対
策
の
推
進

3
産
業
の
振
興
と
観
光
の
振
興

4
防
災
対
策
の
充
実

5
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
構
想
の
推
進

6
幹
線
道
路
や

　

生
活
道
路
の
整
備
な
ど
の
推
進

を
重
点
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

〜
抜
粋
〜

　３月３日（月）に開会した「田原市議会第１回定例会」の冒頭、市長は平成20年度の
市政運営を明らかにする施政方針の演説を行いました。
　また、同定例会では、平成20年度予算も原案どおり可決されました。今月号では、
この施政方針演説［抜粋］と新年度予算、主要事業の概要をおしらせします。

田原市のまちづくり
平成20年度

※
施
政
方
針
に
つ
き
ま
し
て
は
、田
原
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

 http://w
w
w
.city.tahara.aichi.jp/
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区分区分 予算額予算額 伸率伸率
●一般会計 316億 5,000万円 △   6.8％

●特別会計 153億 2,334万円 △17.8％

内　

訳

給食センター給食費 2億8,761万円 △   4.1％

老人保健医療 7億5,479万円 △85.0％

国民健康保険 70億7,016万円 △　4.6％

公共下水道事業 21億6,233万円 21.7％

農業集落排水事業 10億7,265万円 17.9％

田原福祉専門学校 1億4,872万円 △13.5％

介護保険 32億　 258万円 6.3％

中心市街地商業等活性化事業 2,458万円 △　4.9％

後期高齢者医療 5億9,988万円 新規

●水道事業会計 20億3,281万円 △　8.1％

合計 490億 　616万円 △10.6％

税目名税目名 予算額予算額 伸率伸率
●市民税 106億 2,190万円 1.6％

内 

訳
個人市民税 35億6,990万円 △　1.4％

法人市民税 70億5,200万円 3.2％

●固定資産税 71億3,024万円 2.1％

内　

訳

土地 20億7,555万円 7.2％

家屋 25億 1,679万円 6.3％

償却資産 25億2,765万円 △　5.2％

交付金 1,024万円 △18.2％

●軽自動車税 1億4,000万円 0.6％

●市たばこ税 4億1,000万円 △　4.7％

●鉱産税 10万円 0.0％

●特別土地保有税 0万円 0.0％

●都市計画税 5億2,900万円 4.5％

合計 188億 3,125万円 1.7％

■市税の内訳■会計別予算

※後期高齢者医療特別会計は新規事業です。

市税

地方交付税

国庫支出金

市債

繰入金

繰越金

地方消費税交付金

188億3,125万円

26億4,000万円

16億5,955万円

16億1,500万円

13億2,540万円

 6億1,000万円

 8億円

59.5%

8.3%

5.3%

5.1%

県支出金
14億313万円
4.4%

4.2%

1.9%

2.5%

7.1%その他 
22億3,165万円

地方譲与税
 5億3,400万円
1.7%

316億5,000万円
100%

歳入
合計

民生費

土木費

総務費公債費

教育費

消防費

農林水産業費

衛生費

その他商工費

61億4,463万円

59億7,790万円

43億1,913万円35億1,767万円

33億9,253万円

24億8,657万円

28億5,816万円

2億6,347万円8億6,572万円

18億2,418万円

19.4%

18.9%

13.7%11.1%

10.7%

7.9%

9.0%

0.8%2.7%

5.8%

316億5,000万円
100%

歳出
合計

　平成20年度の一般会計、特別会計、企業会計を合わせた予算の総額は
490億616万円で、前年度対比10.6％の減少となりました。
　なお、表・グラフ中の予算額は１万円未満を切り捨ててありますので、
合計額などに多少のずれが生じています。

■一般会計予算

予算

▼財政課523局3818
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お
子
さ
ん
が
い
る
家
族
の
皆
さ
ん
。家

計
に
占
め
る
、お
子
さ
ん
の
医
療
費
は
ど

れ
く
ら
い
で
す
か
？

　

愛
知
県
が
４
月
か
ら
、子
ど
も
の
医
療

費
無
料
の
支
援
年
齢
を
拡
大
す
る
の
を
受

け
、田
原
市
で
も
、医
療
費
無
料
の
対
象
と

な
る
お
子
さ
ん
を「
小
学
校
入
学
前
ま
で
」

か
ら「
中
学
校
卒
業
ま
で
」に
拡
大
し
ま

す
。こ
れ
に
よ
り
、入
院
・
通
院
費
と
も
中

学
校
卒
業
ま
で
無
料
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、

子
育
て
を
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
負
担
を
少

し
で
も
軽
く
す
る
こ
と
で
、子
育
て
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
す
。

▼
保
険
年
金
課

5
23
局
３
５
１
４　

23
局
０
１
８
０

　

医
療
費
が
中

学
卒
業
ま
で
無
料
に
な
る
ん
で
す
か
。

　

子
ど
も
が
少
し
体
調
を
悪
く
し
て
も
、

す
ぐ
に
病
院
に
行
け
る
の
で
う
れ
し
い
で

す
。本
当
に
助
か
り
ま
す
ね
。

　

こ
れ
か
ら
も
、子
育
て
を
応
援
し
て
く

れ
る
制
度
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
く
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、４
月
か
ら
第
３
子（
３
歳
未

満
児
）以
降
の
保
育
料
を
無
料
に
す
る
な

ど
、経
済
的
な
負
担
の
軽
減
を
図
り
、就
労

と
育
児
の
両
立
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
支
援
な
ど
も
行
い
ま
す
。

▼
児
童
課

5
23
局
３
５
１
３　

23
局
３
５
４
５

❖❖コミュニティ分野❖❖福祉分野❖❖産業経済分野
１２３

●地域コミュニティ活動の推進
　【1億1,935万円】
・防災活動、福祉活動、環境美化活
動、市民館活動奨励金など
●自主防災活動の推進【916万円】
・消火栓器具設置補助、自主防災
会防災訓練支援など
●地域防犯活動の推進【1,263万円】
・防犯指導、防犯キャンペーンなど
●交通安全施設の充実【6,902万円】
・道路照明灯設置、交通安全施設
の充実など
●男女共同参画の推進【327万円】
・啓発イベント開催、市民意識調
査など

●成人保健の推進【2億895万円】
・健康診査、がん検診、人間ドッ
ク、歯周疾患検診など
●福祉医療の充実【5億9,783万円】
・子ども医療費（通院・入院医療費
の中学3年生まで）無料化など
●後期高齢者医療の充実
　【10億2,992万円】
・後期高齢者医療給付費負担金など
●保育の充実【4億5,719万円】
・第3子（3歳未満児）以降の保育料
無料化など
●介護保険の充実【32億258万円】
・居宅介護サービス、地域密着型
介護サービスなど

●農業基盤の整備【7億2,877万円】
・大久保地区県営ほ場整備、野田
地区県営土地改良総合整備など

●農業経営の活性化【1億3,124万円】
・産地ブランド化支援（カクメロ・
イチジク）など
●水産施設の充実【4,141万円】
・姫島漁港整備計画策定、宇津江
漁港整備など
●工業の活性化【3億5,502万円】
・誘致活動、立地誘導・活動支援など
●商業地の活性化【3,199万円】
・中心市街地の活性化など
●観光基盤の整備【6億7,523万円】
・道の駅「赤羽根」整備など

子
ど
も
の
医
療
費
が

中
学
校
卒
業
ま
で

無
料
に
な
る
っ
て

本
当
？

子
ど
も
医
療
費
無
料
化
拡
大

市
民
の
声

p i
c k

u p
!

佐野由美さん 功織くん（東赤石）
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平
成
17
年
度
か
ら
進
め
て
い
る
「
田
原

駅
周
辺
整
備
事
業
」
は
、
三
河
田
原
駅
の

移
設
と
駅
前
広
場
（
ロ
ー
タ
リ
ー
）
の
新

設
、
ア
ク
セ
ス
道
路
の
確
保
な
ど
、
平
成

23
年
度
の
工
事
完
了
を
目
指
し
て
進
め
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
昨
年
度
完
成
し
た
「
さ
く

ら
橋
」
か
ら
田
原
駅
前
通
り
線
に
接
続
す

る
田
原
駅
南
線
の
工
事
を
完
了
す
る
予
定

で
す
。
ま
た
、
都
市
計
画
道
路
田
原
駅
前

通
り
線
は
、
用
地
取
得
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

さ
ら
に
次
年
度
以
降
は
、
こ
れ
ら
の
道

路
整
備
に
合
わ
せ
、
田
原
駅
の
南
北
に
約

６
６
０
０
㎡
の
駅
前
広
場
を
整
備
し
、
立

体
駐
車
場
（
約
３
０
０
台
収
容
）、
駐
輪

場
も
建
設
予
定
。
北
側
は
、
植
栽
な
ど
で

公
園
化
し
、
平
成
24
年
に
は
、
に
ぎ
わ
い

創
出
の
拠
点
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

※
道
路
整
備
に
伴
い
、
三
河
田
原
駅
も
現
在

地
よ
り
西
側
に
移
設
。
新
駅
の
イ
メ
ー
ジ
・

構
造
な
ど
は
、
豊
橋
鉄
道
（株）
な
ど
と
協
議

の
上
、
決
定
し
ま
す
。

▼
街
づ
く
り
推
進
課

5
23
局
３
５
３
５　

23
局
０
１
８
０田原駅移転整備田原駅移転整備

支援事業支援事業
田原駅移転整備
支援事業

駅前広場駅前広場
整備事業整備事業
駅前広場
整備事業

田原駅周辺田原駅周辺
整備事業整備事業
田原駅周辺
整備事業

駅南線整備事業駅南線整備事業駅南線整備事業

田原駅前通り線田原駅前通り線
整備事業整備事業
田原駅前通り線
整備事業

田原駅
周辺ＭＡＰ

三河田原駅

❖❖都市環境分野❖❖教育文化分野❖❖総合戦略の分野
４５６

●幹線道路の整備【5億4,934万円】
・幹線道路整備、橋りょう整備など
●田原駅周辺の整備【6億5,241万円】
・田原駅前通り線整備など
●住環境の整備【5億1,807万円】
・住宅マスタープラン策定など
●水道整備【20億3,281万円】
・田原1区・4区配水管整備など
●公共下水道整備【21億6,233万円】
・汚水処理施設整備など
●里山森林の保全・利用の推進
　【7,049万円】
・堀切・日出海岸保安林整備など
●公園緑地の整備【7億4,966万円】
・中央公園整備など

●小中学校教育の充実
　【7億5,413万円】
・スクールアシスタント配置など
●小中学校施設の充実
　【6億8,719万円】
・小中学校校舎の整備など
●生涯学習施設の充実
　【5億9,003万円】
・市民館（福江・伊良湖・清田）整備など
●スポーツ振興体制の充実
　【2,397万円】
・全国ソフトバレー・ファミリー
フェスティバル開催など
●文化財施設の充実【1億1,638万円】
・吉胡貝塚史跡公園、博物館など

●エコ活動の推進【2,679万円】
・菜の花エコシンポジウム開催、
地球温暖化防止宣言など
●国際交流の推進【2,152万円】
・姉妹提携都市との交流、民間団
体交流支援など
●防災体制の充実【3億4,657万円】
・緊急地震速報受信機設置など
●防災基盤の整備【1億7,535万円】
・全国瞬時警報システム整備、防
災カメラ拡充など
●協働体制の整備【5億,163万円】
・市民協働まちづくり基金設置など
●水資源の確保【1,884万円】
・設楽町交流スタンプラリーなど

田
原
駅
周
辺
の

整
備
で

に
ぎ
わ
い
の
拠
点

再
生

田
原
駅
周
辺
の
整
備

▲三河田原駅

p i
c k

u p
!
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『
う
る
お
い
と
活
力
の
あ

る
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
』

の
実
現
を
目
指
し
、総
合
計
画
の

第
２
期
実
施
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。

▼
企
画
課
5
23
局
３
５
０
７

　

今
回
の
計
画
は
、「
行
政
改
革
」

「
市
民
意
識
調
査
の
結
果
」「
中
期

財
政
計
画
」を
念
頭
に
お
い
て
策

定
し
ま
し
た
。

■
行
政
改
革

　

田
原
市
行
政
改
革
大
綱

（
平
成
18
年
3
月
策
定
）に

基
づ
き
、限
ら
れ
た
財
源

を
有
効
活
用
す
る
よ
う
に

取
り
組
み
ま
す
。

﹇
１
﹈市
役
所
内
部
の
改
革

①
市
役
所
の
ス
リ
ム
化

②
健
全
な
財
政
の
確
立

③
事
務
の
効
率
化

④
公
正
の
確
保
と
透
明
性

　

の
向
上

﹇
２
﹈市
民
サ
ー
ビ
ス
の
再
構
築

①
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
見
直
し

②
財
源
の
適
正
配
分
と
受
益
・
負

担
の
見
直
し

■
市
民
意
識
調
査
の
結
果

　

平
成
19
年
４
月
に
実
施
し
た
市

民
意
識
調
査
で
、市
が
取
り
組
ん

で
い
る
施
策
内
容
の「
現
在
の
満

足
度
」と「
今
後
の
重
要
度
」に
つ

い
て
把
握
し
ま
し
た
。調
査
の
結

果
、〝
重
要
度
が
高
い
と
認
識
さ
れ

て
い
る
が
満
足
度
が
低
い
〞施
策

に
つ
い
て
は
、今
後
重
点
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

■
中
期
財
政
計
画

　

事
務
事
業
を
選
択
す
る
際
の
基

礎
と
な
る
、３
か
年
の
一
般
会
計

歳
入
歳
出
お
よ
び
主
要
財
政
指
標

の
見
込
み
で
す
。

《
歳
入
》

　

自
主
財
源
の
８
割
を
占
め
る
地

方
税
は
、法
人
市
民
税
が
次
第
に

減
少
し
て
い
く
一
方
で
、固
定
資

産
税
は
臨
海
へ
の
企
業
進
出
に
伴

い
増
加
す
る
見
込
み
で
す
。借
入

を
抑
制
し
て
い
る
地
方
債
は
大
幅

に
減
少
す
る
見
込
み
で
す
。

《
歳
出
》

　

義
務
的
経
費
は
、扶
助
費
が
増

加
す
る
も
の
の
全
体
と
し
て
は

徐
々
に
減
少
し
ま
す
。そ
の
他
経

費
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
、投

資
的
経
費
は
合
併
に
伴
う
施
設
整

備
な
ど
が
順
次
完
了
す
る
た
め
、

大
き
く
減
少
す
る
見
込
み
で
す
。

11
田
原
市
総
合
計
画
（
第
２
期
実
施
計
画
）

計
画
の
前
提

重要度の認識は高いが満足度が低い施策

医師不足対応など、地域医療体制の充実

木造住宅などの耐震化の推進

防災、環境保全のための海岸整備

財政運営の効率化

海岸侵食対策の推進

福祉センターなどの高齢者施設の充実

道路照明灯などの交通安全施設の充実

介護保険の充実と介護予防の推進

農業を支える担い手の育成・確保

適正な職員数などによる組織運営の効率化

※
実
施
計
画
と
は
、
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
方
針
に
沿
っ
て
各

分
野
の
施
策
を
推
進
す
る
た
め
に
、
向
こ
う
３
年
間
（
平
成
20

〜
22
年
度
）
で
実
施
す
る
事
業
内
容
を
整
理
す
る
も
の
で
す
。

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

■地方債

■国庫支出金・
　県支出金

■地方交付税

■地方譲与税・
　各種交付金

■繰入金・繰越金

■財産収入・
　諸収入ほか

■使用料・手数料

■地方税

自
主
財
源

依
存
財
源

0

50

100

150

200

250

300

350
（億円）

自
主
財
源

依
存
財
源

自
主
財
源

依
存
財
源

自
主
財
源

依
存
財
源

《歳入》

0

50

100

150

200

250

300

350
（億円）

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

■普通建設事業費

■他会計繰出金

■補助費・積立・
　出資など

■物件費・
　維持補修費

■公債費

■扶助費

■人件費

そ
の
他
経
費

義
務
的
経
費

投
資
的
経
費

そ
の
他
経
費

義
務
的
経
費

投
資
的
経
費

そ
の
他
経
費

義
務
的
経
費

投
資
的
経
費

そ
の
他
経
費

義
務
的
経
費

投
資
的
経
費

《歳出》※
用
語
解
説
は
７
ペ
ー
ジ
の
下
段
に
あ
り
ま
す
。
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未来へ
…

施　策施　策
予定事業費予定事業費

H20 H21 H22 3か年計
総合戦略分野
　環境共生　国際化　安心安全　人づくり
　参加と協働　都市経営

12,821 11,333 10,995 35,149

コミュニティ分野
　地域コミュニティ　分野コミュニティ　
　自主防災　地域防犯　交通安全　男女共同参画

298 299 299 896

福祉分野
　健康づくり　医療　地域福祉　児童福祉
　障害者福祉　高齢者福祉　社会保障

17,115 16,822 16,879 50,816

産業経済分野
　農業　水産業　工業　商業　観光　労働対策　
　消費対策

2,643 2,064 2,790 7,497

都市環境分野
　交通基盤　港湾　河川・排水路　海岸　市街地
　集落地域　居住環境　上下水道　環境保全
　衛生対策　資源循環　自然環境　緑と景観

12,727 12,638 12,920 38,285

教育文化分野
　学校教育　生涯学習　スポーツ　芸術文化
　文化財

3,357 3,097 3,438 9,892

その他 45 44 44 133
合　計 49,006 46,297 47,365 142,668

【単位：百万円】

　３か年に実施する事業の施策体系別の予定事業費を示します。
　金額は、一般会計と特別会計の予定事業費の単純合計です。

財政指標見込財政指標見込 H19H19 H20H20 H21H21 H22H22
基金残高（財政調整基金） 5,747 5,277 4,927 4,577
地方債残高（下水道関連、水道関連の残高を含む） 39,731 38,102 35,828 34,088
経常収支比率 75.5% 76.7% 77.9% 76.7%

【単位：百万円】《主要財政指標》

施策別の経費予算額

用
語
解
説

調整の方針
　田原市･渥美町合併から取り組んできた緊急課
題への対処を進めるとともに、総合計画に掲げた
方針に沿って、次の順序で施策を選定しました。
①義務的な事業
②日常不可欠な市民サービス
③緊急性の高い事業
④その他必要事業

❖義務的経費
　［人件費］　職員の給与や退職金など
　［扶助費］　生活困窮者や高齢者、児童、心身障害者などの支援施策に要する経費
　［公債費］　地方債など借入金の元利償還金

❖その他経費
　［物件費］　旅費、需用費、役務費、備品購入費、委託料など
　［維持補修費］　公共施設などの維持に要する経費
　［補助費］　各種団体への補助金、負担金など
　［他会計繰出金］　国民健康保険や介護保険、公共下水道事業特別会計などへの繰出金

❖投資的経費
　［普通建設事業費］　道路、橋りょう、学校、公園など各種社会資本の新増設事業に要する経費

│ 7 │　　　　　　　　　　平成20年4月1日



に
対
す
る
活
動
や
そ
の
成
果
、ま

た
、「
女
性
会
員
の
増
加
」「
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
全
戸
取
り
付
け
」

な
ど
と
い
っ
た
平
成
20
年
度
の
活

動
目
標
を
発
表
し
、自
主
防
災
の

大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

　

続
い
て
、（
株
）防
災
＆
情
報
研

究
所
代
表
の
髙
梨
成
子
氏
に
よ

る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。髙
梨

氏
は
、「
災
害
の
規
模
が
大
き
い
ほ

ど
、行
政
だ
け
で
は
手
が
回
ら
な

い
」と
、自
助
と
共
助
に
よ
る
地
域

の
防
災
力
の
重
要
性
な
ど
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

▼
防
災
対
策
室
5
23
局
３
５
４
８

『
自
主
防
災
会
の
組
織
熟

成
を
目
指
し
て
』と
題

し
た「
防
災
講
演
会
」を
、３
月
２

日
に
田
原
文
化
会
館
で
開
催
し
、

約
３
０
０
名
が
熱
心
に
耳
を
傾
け

ま
し
た
。

　

始
め
に
、自
主
防
災
活
動
に
お

い
て「
Ｐプ

ラ

ン

ｌ
ａ
ｎ（
計
画
）」「
Ｄド

ゥｏ

（
実
施
）」「
Ｃチ

ェ

ッ

ク

ｈ
ｅ
ｃ
ｋ（
点
検
）」

「
Ａア

ク

シ

ョ

ン

ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ（
改
善
）」の
サ
イ

ク
ル
を
推
進
す
る
３
地
区（
衣
笠

地
区
・
若
戸
校
区
・
小
中
山
地
区
）

の
自
主
防
災
会
が
活
動
事
例
を
発

表
。「
地
域
住
民
の
防
災
に
対
す
る

認
識
が
薄
い
」な
ど
の
現
状
課
題

■ 利活用計画を作る上での留意事項
・施設単位での一括貸し付けを基本とします。
・施設は現状での貸し付けとし、事前改修や事業の運営
に対する市からの金銭的支援は一切なしとします。
・貸付料は市の規定に基づき、双方協議の上決定します。
■ 必要書類
・田原市休園保育園利活用計画応募申込書
・利活用計画書
・その他必要書類（募集要項をご覧ください）
■ 募集要項および申込書
・市役所企画課にて配布
・市ホームページからダウンロード
　 http://www.city.tahara.aichi.jp/
■ 応募方法  市役所企画課へ持参または郵送にて
※詳しくは、募集要項をご覧ください。

《申込書の提出先および問い合わせ先》
〒441-3492　愛知県田原市田原町南番場30-1
田原市役所　総務部企画課企画係
523局3507　　23局0180

■ 対象施設

■ 募集期間　4月1日（火）～6月30日（月）
■ 応募資格　法人・任意団体・個人を問わず、どなたでも。
　※一部の事項に該当する者は除きます。（募集要項を
　　ご覧ください）
■ 利活用計画の内容
　公序良俗に反しないものおよび非宗教的なもので、
次のいずれかの条件を満たしていること。
①田原市の福祉の向上に資するもの
②田原市の産業振興に資するもの
③地域社会に貢献するもの
④地域の雇用を生むもの
⑤その他住民サービスの向上に資するもの

2

▼

講演会の様子

防
災
講
演
会
を
開
催

休園保育園の利用者を募集します！
現在休園となっている保育園を有効活用するため、利用したい方からの
計画書を募集します。

▼河合重郎さん
　（衣笠地区）

▼

本田米司さん
　（若戸校区）

▼森下寿さん
　（小中山地区）

活動事例を発表する
各自主防災会長

平成20年4月1日 　  　　　　　　　　│ 8 │

施設 所在地 土地面積
亀山保育園 亀山町小中原86-1 2,529.31㎡
伊良湖保育園 日出町骨山1419-1 1,979.00㎡
小塩津保育園 小塩津町右善坊下1 2,095.20㎡
堀切保育園 堀切町夕ノ田33 3,630.83㎡
和地保育園 和地町野丹場40-2 3,329.47㎡



文
化
振
興
課
の
設
置

　

総
合
的
な
文
化
振
興
を
展
開
さ
せ
る
た

め
、
文
化
財
課
と
博
物
館
を
統
合
し
、
文
化

振
興
課
を
設
置
し
ま
し
た
。

※
こ
の
ほ
か
、
組
織
の
ス
リ
ム
化
を
図
り
、

業
務
の
効
率
化
を
進
め
る
た
め
、
情
報

推
進
課
と
電
算
課
を
統
合
し
て
情
報
シ

ス
テ
ム
課
、
維
持
管
理
課
を
廃
止
し
て

土
木
課
維
持
係
、
下
水
道
課
渥
美
管
理

係
と
渥
美
工
事
係
を
統
合
し
て
整
備
係
、

ま
た
、
福
祉
課
福
祉
介
護
係
を
廃
止
し

ま
し
た
。

●
課
長
級
以
上
の
人
事
異
動　

【
部
長
級
】
▽
総
務
部
長
・
八
木
学
▽
市
民

部
長
・
渡
会
清
繼
▽
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務

所
長
・
富
田
美
義
▽
環
境
部
長
・
杉
浦
拡

▽
経
済
部
長
・
菰
田
敏
則
▽
水
道
部
長
・
彦

坂
文
男
▽
赤
羽
根
支
所
長
・
伊
藤
茂
紀
▽
教

育
部
長
・
山
下
政
良
▽
消
防
長
・
立
岩
正
昭

▽
社
会
福
祉
協
議
会
へ
派
遣
・
福
井
源
作

【
次
長
級
】
▽
福
祉
部
次
長
・
太
田
誠
雄

▽
経
済
部
次
長
・
鈴
木
輝
明

【
課
長
級
】
▽
企
画
課
長
・
大
谷
紀
夫
▽
広

報
秘
書
課
長
・
横
田
直
之
▽
人
事
課
長
・
河

邉
禎
人
▽
契
約
検
査
室
長
・
金
子
芳
久
▽
収

納
課
長
・
中
神
博
人
▽
情
報
シ
ス
テ
ム
課
長
・

中
神
進
▽
情
報
シ
ス
テ
ム
課
主
幹
・
菰
田
好

祐
▽
児
童
課
長
・
三
浦
教
宏
▽
健
康
課
長
・

中
神
光
正
▽
清
掃
管
理
課
主
幹
・
高
瀬
勲

▽
田
原
福
祉
専
門
学
校
事
務
長
兼
学
生
課

長
・
大
根
義
久
▽
経
済
部
主
幹
・
中
村
匡

▽
商
工
観
光
課
長
・
伊
藤
康
弘
▽
農
政
課
長
・

小
川
金
一
▽
公
園
緑
地
課
長
・
金
子
邦
茂

▽
水
道
課
長
・
河
合
豊
記
▽
下
水
道
課
長
・

加
藤
正
明
▽
下
水
道
課
主
幹･

山
内
義
晃

▽
渥
美
支
所
市
民
生
活
課
長
・
袴
田
勉
▽
渥

美
支
所
維
持
管
理
課
長
・
山
内
敏
久
▽
会
計

課
長
・
石
部
初
夫
▽
管
理
課
主
幹
・
山
本
五

夫
▽
生
涯
学
習
課
長
・
鈴
木
善
六
▽
文
化
振

興
課
長
兼
博
物
館
長
・
藤
井
敏
久
▽
防
災
対

策
室
長
・
山
田
省
三
▽
消
防
次
長
兼
消
防
課

長
・
宮
地
洋
▽
消
防
署
長
・
寺
田
幸
弘
▽
副

署
長
・
河
辺
泰
三
▽
副
署
長
・
大
場
広
之
▽

副
署
長
・
宮
地
制
一
▽
赤
羽
根
分
署
長
・
杉

原
護
▽
渥
美
分
署
長
・
牧
野
幸
輝
▽
議
会
事

務
局
議
事
課
長
・
大
場
善
幸
▽
監
査
委
員
事

務
局
長
・
立
花
伸
夫
▽
社
会
福
祉
協
議
会
へ

派
遣
・
河
合
義
信

●
新
規
採
用
職
員

▽
指
導
課
長
・
花
井
隆
▽
指
導
課
指
導
主
事
・

平
井
敦
▽
人
事
課
・
宮
川
千
夏
子
▽
税
務
課
・

田
村
一
将
▽
福
祉
課
・
大
場
祐
輝
▽
田
原
福

祉
専
門
学
校
教
務
課
・
桑
山
和
子
▽
農
政
課
・

下
村
英
樹
▽
土
木
課
・
宮
川
太
輔
▽
消
防
署
・

辻
伸
子
▽
第
一
保
育
園
・
浅
岡
さ
と
み
▽
神

戸
保
育
園
・
太
田
友
香
▽
赤
羽
根
保
育
園
・

冨
田
恵
未
▽
福
江
保
育
園
・
鈴
木
景
子
▽
小

　

新
組
織
は
、
部
の
変
更
は
な
く
４
課
２
係
の

減
少
で
、
11
部
49
課
１
０
０
係
と
し
ま
し
た
。

（
赤
羽
根
支
所
、
渥
美
支
所
、
会
計
管
理
者
、

消
防
長
、
議
会
事
務
局
は
部
の
数
か
ら
除
く
）

広
報
秘
書
課
の
設
置

　

広
報
広
聴
機
能
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
、

文
書
課
を
廃
止
し
、
秘
書
業
務
と
の
再
編
に
よ

り
、
新
た
に
広
報
秘
書
課
を
設
置
し
ま
し
た
。

市
民
協
働
係
の
設
置

　

市
民
の
参
加
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
総
務
課
地
域
係
を
廃
止
し
、
市
民

協
働
係
を
設
置
し
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
係
の
設
置

　

幼
児
期
か
ら
の
子
育
て
支
援
を
一
層
推
進
す

る
た
め
、
児
童
課
の
児
童
係
を
廃
止
し
、
子
育

て
支
援
係
を
設
置
し
ま
し
た
。

企
業
立
地
課
の
廃
止
と
営
農
支
援
係
の
設
置

　

経
済
部
を
挙
げ
て
企
業
立
地
を
推
進
す
る
た

め
、
企
業
立
地
課
を
廃
止
。
ま
た
、
営
農
支
援

を
強
化
す
る
た
め
、
営
農
支
援
係
を
設
置
し
ま

し
た
。

財
産
管
理
課
の
廃
止
と
契
約
検
査
室
の
設
置

　

新
公
会
計
業
務
制
度
へ
の
対
応
や
契
約
事
務

な
ど
、
行
政
事
務
の
一
層
の
適
正
化
を
進
め
る

た
め
、
財
産
管
理
課
を
財
政
課
に
統
合
し
、
新

た
に
契
約
検
査
室
を
設
置
し
ま
し
た
。

中
山
保
育
園
・
立
岩
美
知
江
▽
伊
良
湖
岬
保

育
園
・
河
合
絵
美

●
退
職
者

▽
総
務
部
長
・
彦
坂
善
弘
▽
福
祉
部
長
・
松

井
克
志
▽
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
・
宮

川
敏
彦
▽
経
済
部
次
長
・
森
下
忠
一
▽
渥
美

支
所
維
持
管
理
課
長
・
石
橋
善
成
▽
会
計
課

長
・
河
合
久
男
▽
指
導
課
長
・
玉
越
宏
利

▽
生
涯
学
習
課
長
・
鈴
木
眞
一
郎
▽
社
会
福

祉
協
議
会
地
域
福
祉
課
長
・
加
藤
均
▽
総
務

課
主
幹
・
森
下
政
治
▽
清
掃
管
理
課
主
幹
・

木
戸
万
吉
▽
清
掃
管
理
課
専
門
員
・
松
井
孝

行
▽
指
導
課
指
導
主
事
・
山
本
洋
子
▽
総
務

課
・
杉
原
宗
生
▽
財
産
管
理
課
・
鋤
柄
雄
一

▽
福
祉
課
・
長
江
奈
緒
子
、
原
田
絢
子
▽
健

康
課
・
前
田
和
美
▽
教
務
課
・
南
端
裕
江
、

井
澤
貴
子
▽
学
生
課
・
林
映
江
▽
土
木
課
・

鈴
木
邦
典
▽
給
食
セ
ン
タ
ー
・
細
田
静
代

▽
生
涯
学
習
課
・
三
竹
幸
子

▽
第
一
保
育
園
長
・
伊
藤
伸
依
▽
赤
羽
根
保

育
園
長
・
加
藤
民
代
▽
泉
保
育
園
長
・
山
本

喜
美
子
▽
中
山
保
育
園
長
・
下
田
宇
女
▽
小

中
山
保
育
園
長
・
太
田
冨
佐
子
▽
中
部
保
育

園
主
任
保
育
士
・
中
神
絹
子
▽
山
北
保
育
園

主
任
保
育
士
・
鈴
木
幸
枝
▽
若
戸
保
育
園
・

河
合
文
子
▽
清
田
保
育
園
・
川
口
静
江
▽
福

江
保
育
園
・
鈴
木
和
子
▽
小
中
山
保
育
園
・

岩
本
孝
子

▽
消
防
長
・
鈴
木
利
雄
▽
消
防
次
長
・
藤
江

安
文
▽
赤
羽
根
分
署
警
防
第
３
係
長
・
加
藤

孝
男
▽
渥
美
分
署
・
渡
會
敬
一
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▽
人
事
課
5
23
局
７
４
０
４

組
織
組
織
のの
見
直
し

見
直
し
とと
人
事
異
動

人
事
異
動



３月、田原市内の学校と保育園で卒業式・卒園式が
行われました。田原福祉専門学校の卒業式（14日）
では、44名が卒業証書を受け取った後、一人ひとり
学校生活の思い出や親への感謝の気持ち、今後の
目標などを発表しました。卒業生らは「今日で学校
での生活が終わると思うと寂しけど、ここで素晴
らしい友と出会え、一緒に学んだことを励みに、こ
れから介護の現場でがんばっていきたい」と気を
引き締め、２年間過ごした学び舎

や

を旅立ちました。

全国春季火災予防運動期間中、さまざまな防火啓
発活動を行いました。赤羽根・第一・福江保育園の
園児たちは、「火の用心のうた」を歌いながら元気
に街中をパレード。市民に防火を呼びかけました。
また、民生委員などによる独居老人宅を対象とし
た防火点検のほか、消防職員による防火マラソン
も行いました。こうした防火の願いにこたえるべ
く、皆さんも火の取り扱いには十分注意するなど、
日ごろから火災予防を心がけてくださいね。

市民活動を自主・自立して、楽しみながら行ってい
る約30のグループが、自らの活動を一般に公開し、
相互に情報交換などをするしみんのひろばを田原
文化会館で開催しました。参加団体は、ジャンルも
組織の形もさまざま。「このようなイベントなどを
通して、多くの人に直接Ｐ

ピー

Ｒ
アール

していきたい」と、パ
ネルで活動紹介をしたり、ワークショップやゲー
ムなどをしたりして、来場者と一緒に交流の場を
楽しんでいました。

■楽しかったこと、つらかったこと・・・数々の思い出に涙、涙

金 大切な思い出胸に　次の階段へ

■沿道の市民に火災予防を呼びかける赤羽根保育園の園児たち

2 3

日 おもしろいじゃん！　市民活動 金
土 防火の願い　みんなに届け！

■みんなでインドネシアの踊りを体験！
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菜の花エコプロジェクトを広く普及していくため
菜の花エコ交流会in田原を開催しました。講師に
保田哲博氏（ＮＰＯ法人 Ｉ

い

Ｎ
～

Ｅ
ね

 Ｏ
おお

Ａ
あ

Ｓ
さ

Ａ理事長）を迎えた基調講
演では、広島県北広島町大

おお

朝
あさ

で取り組んでいる休
耕地への菜の花栽培、特色ある米（ぴゅあ菜米）作
りなどが紹介されました。また、梅谷勝利氏（ＮＰＯ法人 
豊田・加茂菜の花プロジェクト会長）と安田和司氏（ＮＰＯ法人 田原菜の花エコネッ
トワーク副理事長）が加わったトークセッションでは、参加
者がそれぞれの取り組みに関心を寄せました。

亀山小学校の総合学習の一環として、６年生（卒業
生）20名が牛

うし

の樹
け

山に一人一本分の桜の木を植樹
しました。これは、地元の山をいつまでも大切にし
てほしいと願う『うしのけ山を愛する会（会長・山
本喜一郎さん）』の皆さんの協力により行っている
もので、同校の卒業記念による植樹は今年で２回
目。子どもたちは、「牛の樹山は亀山のシンボル。こ
こで桜の木が大きくなるのが楽しみ」と、ふるさと
の山へ愛情を込めて植えました。

福江町に菜の花歩道橋がお目見えしました。これ
は、福江・清田地区にある唯一の歩道橋をまちのシ
ンボルにしようと「福江地区まちづくり会議」が立
案し、地元の方などの協力を得て実現に至ったも
の。歩道橋を特殊シールで飾るというざん新なア
イデアで、まち中に鮮やかな菜の花を咲かせまし
た。地域の「まちは変わる」という思いが形になっ
た菜の花歩道橋。その完成を皮切りに、福江地区は
新たなまちづくりへ第一歩を踏み出しました。

里山の自然に親しみ、保護への理解を深めてもら
おうと里山の自然学習ときのこの菌打ち体験を衣
笠コミュニティ広場などで開催しました。参加し
た約50名の皆さんは、津具森林組合員らによる指
導のもと、衣笠の森などから切り出した間伐材へ
のシイタケ・ヒラタケ・ナメコの菌打ちを体験。生
えてくるのを楽しみにしながら菌を打ち込んでい
ました。また、冬の雑木林や里山の自然について学
び、その大切さと尊さを肌で実感していました。

土 自然にふれあい　守る里山

■「菜の花から資源循環型社会へ」と題して講演する保田氏 ■交差点を鮮やかに彩った福江地区のシンボル「菜の花歩道橋」

水“菜の花橋”は　まちづくりの架け橋　

■牛の樹山に桜の木を植える担任の先生と児童ら

火 地域の宝　桃色に染まれ！

土 まちを変える　菜の花エコ

■間伐材を利用した取り組みは、里山の保全につながります！
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❶
後
期
高
齢
者
医
療
事
務
の
補
助

▼
募
集
人
員
＝
１
名　

▼
採
用
期
間
＝
５

月
１
日
〜
10
月
31
日　

▼
勤
務
場
所
（
担

当
部
署
）
＝
保
険
年
金
課　

▼
勤
務
時
間

＝
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▼
賃
金
＝
時
給
８
１
０
円　

❷
農
業
者
年
金
現
況
届
の
受
付
等
業
務

▼
募
集
人
員
＝
２
名　

▼
採
用
期
間
＝
６

月
２
日
〜
７
月
31
日　

▼
勤
務
場
所
（
担

当
部
署
）
＝
農
業
委
員
会
事
務
局　

▼
勤

務
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分　

▼
賃
金
＝
時
給
８
１
０
円

■
選
考
・
申
し
込
み
方
法
な
ど

▼
選
考
方
法
＝
面
接
（
期
日
な
ど
詳
細
は

後
日
通
知
）　

▼
申
し
込
み
＝
各
担
当
部

署
に
あ
る
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
①
は
４
月
21
日
（
月
）
ま
で
に
、

②
は
４
月
30
日
（
水
）
ま
で
に
提
出

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
３
５
１
４　

23
局
０
１
８
０

▼
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
23
局
３
５
１
９　

22
局
３
８
１
７

　

田
原
市
博
物
館
で
５
月
31
日
か
ら
７
月

６
日
ま
で
開
催
す
る
企
画
展
の
展
示
室
監

視
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員
＝
10
名
程
度　

▼
勤
務
時

間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
１
時
と
午
後
１
時

〜
５
時
（
交
替
勤
務
）　

▼
賃
金
＝
時
給

８
１
０
円　

▼
選
考
方
法
＝
面
接
（
期
日

な
ど
詳
細
は
後
日
通
知
）　

▼
申
し
込
み

＝
４
月
30
日
（
水
）
ま
で
に
田
原
市
博
物

館
に
あ
る
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
開
館
時
間
内
に
提
出
（
郵
送
不
可
）

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22
局
１
７
２
０　

23
局
３
７
７
０

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
も
と
、
魅
力
あ

る
公
園
づ
く
り
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

●（
仮
称
）福
江
公
園

計
画
場
所
：
福
江
市
民
館
建
設
予
定
地
南
東

▼
参
加
資
格
＝
福
江
地
区
お
よ
び
近
郊
に

お
住
ま
い
、
お
勤
め
の
方
（
年
齢
・
性
別

は
問
い
ま
せ
ん
）　

▼
開
催
場
所
＝
渥
美

支
所
ま
た
は
福
江
市
民
館
を
予
定

●
片
西
２
号
公
園

計
画
場
所
：
ウ
イ
ン
ド
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
西
側

▼
参
加
資
格
＝
片
西
地
区
お
よ
び
近
郊
に

お
住
ま
い
、
お
勤
め
の
方
（
年
齢
・
性
別

は
問
い
ま
せ
ん
。）　

▼
開
催
場
所
＝
片
西

公
民
館
を
予
定

■
定
員
・
申
し
込
み
方
法

▼
定
員
＝
い
ず
れ
も
20
名
程
度　

▼
申
し

込
み
＝
４
月
30
日（
水
）ま
で
に
電
話
に
て

▼
公
園
緑
地
課

☎
23
局
３
５
２
４　

23
局
０
１
８
０

市民参加と協働によるまちづくりを推進するために必要となる事項について検討します。

❷田原市教育振興基本計画策定委員
教育関連施策を推進するために必要となる事項について検討します。

❸田原市の国際化に関する計画策定委員
田原市の国際化および多文化共生を推進するために必要な事項について検討します。

応募方法 ▼各担当課で配布または田原市ホームページに掲載している所定の
申込書に必要事項を記入うえ、郵送（〒４４１－３４９２・住所不要）・ＦＡＸ・Ｅメ
ールにて４月30日（水）までに担当課へご応募ください。（応募者多数の場合
は市の選考により委員を決定し、通知します。）

田原市ホームページ ▼http://www.city.tahara.aichi.jp

田
原
市
臨
時
職
員

田
原
市
博
物
館
企
画
展
監
視
員

公
園
の
計
画
づ
く
り

　
　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

参
加
者

各種委員を募集各種委員を募集しますします

応募資格 募集人員・
謝礼の有無 担当課

❶
市内にお住まい、お勤め、在学
している方または、市内でボラ
ンティア活動などに参加してい
る方

若干名

（謝礼なし）

▼企画課
☎23局3507 　23局0180
　kikaku@city.tahara.aichi.jp

❷ 市内にお住まい、お勤め、在学
している18歳以上の方

１名程度

（謝礼あり）

▼管理課
☎23局3530　 22局3811
　gakyou@city.tahara.aichi.jp

❸ 市内にお住まい、お勤め、在学
している18歳以上の方

２名程度

（謝礼あり）

▼企画課
☎23局3507　 23局0180
　kikaku@city.tahara.aichi.jp

“市民”としての立場から、あなたの意見や考えをお聞かせください。
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▼
対
象
＝
市
内
に
お
住
ま
い
の
主
に
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者　

▼
内
容
・
開
催
日
な

ど
＝
表
の
と
お
り　

▼
受
講
料
＝
無
料

▼
申
し
込
み
＝
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
希
望
講
座
の
番
号
を
明
記
の
う
え
ハ

ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
４
月

15
日
か
ら
受
付
開
始
／
先
着
順
／
結
果
は

後
日
通
知
）　

▼
そ
の
他
＝
託
児
を
講
座

Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
の
場
合
は
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
）　

▼
生
涯
学
習
課
（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２

　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

　

今
年
度
行
う
予
定
の
「
裁
判
員
制
度
に

よ
る
模
擬
裁
判
」
に
つ
い
て
、
市
と
共
同

で
企
画
お
よ
び
実
施
可
能
な
女
性
団
体
を

募
集
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
＝
４
月
18
日
（
金
）
ま
で
に

企
画
課
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
提
出
（
申
し
込
み
の
際
に
は
、

必
ず
実
施
内
容
を
企
画
課
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
）　

▼
そ
の
他
＝
応
募
者
の
中
か
ら

審
査
の
う
え
決
定
し
ま
す
。

▼
企
画
課

☎
23
局
３
５
０
７　

23
局
０
１
８
０

　
「
旬
の
食
材
を
旬
の
季
節
に
」
を
テ
ー
マ

に
、
地
元
で
生
産
さ
れ
る
お
い
し
い
旬
の

食
材
を
使
っ
て
、
米
粉
リ
ン
グ
パ
ン
や
春

野
菜
の
チ
ャ
ウ
ダ
ー
な
ど
を
作
り
ま
す
。

▼
対
象
＝
豊
橋
市
お
よ
び
田
原
市
に
お
住

ま
い
の
方　

▼
日
時
＝
５
月
30
日
（
金
）・

31
日
（
土
）
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午

後
１
時　

▼
場
所
＝
ガ
ス
ビ
ル
サ
ー
ラ

（
豊
橋
市
白
河
町
）　

▼
定
員
＝
20
名
（
抽

選
／
結
果
は
後
日
通
知
）　

▼
参
加
料
＝

１
０
０
０
円
（
資
料
・
材
料
費
含
む
）

▼
申
し
込
み
＝
５
月
15
日
（
木
）
ま
で
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
か
、
ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
）　

▼
豊
橋
田
原
広
域
農
業
推
進
会
議
事
務
局

（
〒
４
４
０

－

８
５
０
１　

住
所
不
要　

豊
橋
市
役
所
農
政
課
内
）

☎（
０
５
３
２
）51
局
２
４
７
１

　
（
０
５
３
２
）56
局
５
１
３
０

　

nosei@
city.toyohashi.lg.jp

　

http://www.city.toyohashi.aichi.jp/nousei/

⑤
の
み
実
施
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は

申
し
込
み
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
生
涯
学
習
課
（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２

　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

becky@
city.tahara.aichi.jp

▼
テ
ー
マ
＝
健
康
づ
く
り
と
生
き
が
い
の

あ
る
豊
か
な
人
生
を
め
ざ
し
て　

▼
対
象

＝
な
る
べ
く
連
続
で
受
講
で
き
る
方
（
60

歳
以
上
の
方
を
優
先
）　

▼
開
催
日
・
内

容
・
場
所
＝
表
の
と
お
り　

▼
時
間
＝
午

後
１
時
30
分
〜
３
時　

▼
受
講
料
＝
無
料

（
た
だ
し
材
料
費
が
か
か
る
講
座
は
実
費

負
担
）　

▼
定
員
＝
70
名
程
度　

▼
申
し

込
み
＝
随
時
電
話
・
ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

内容 開催日時 場所 定員 申込締切

❶ 親子体操 ５月27日（火）
10:00～11:30

田原文化会館
多目的ホール 40組

５月９日
（金）

❷ 小麦粉粘土で遊ぼう！ ６月25日（水）
10:00～11:30

渥美文化会館
多目的ホール 40組

❸ プールで遊ぼう！ ７月29日（火）
10:00～11:30 大草保育園 30組

７月16日
（水）

❹ うたと楽器の
ゆかいなコンサート

８月31日（日）
10:00～11:30

渥美文化会館
多目的ホール 50組

❺
子育てについて
みんなで語りましょう。
「親業－もっと楽しい子育て」

９月30日（火）
10:00～11:30

田原文化会館
２０１会議室 30人 ９月19日

（金）

■子育てセミナー（平成20年度前期）
平
成
20
年
度
前
期

「
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
」 

参
加
者

開催日 内容 場所

４月24日
（水）

開校式
健康講話と健康漫才

田原文化会館
２０１会議室

５月20日
（火） まちなかウォーキング 田原市博物館（集合）

６月11日
（水） 足つぼマッサージ 江比間野外活動セン

ター（青年の家）

７月３日
（木） 歌声喫茶 田原文化会館

多目的ホール

８月８日
（金） 体力テスト 田原福祉センター

大会議室

９月19日
（金） 津軽三味線体験 渥美文化会館

多目的ホール

10月16日
（木） 裁判員制度を知ろう 田原文化会館

２０１会議室

11月
（未定） 貝のアクセサリー シェルマよしご

12月９日
（火） カラー講座 田原文化会館

２０１会議室

１月22日
（木） エアロビクス体験など 江比間野外活動セン

ター（青年の家）

２月
（未定） 料理教室 渥美文化会館

料理研修室

３月
（未定）

閉校式
茶話会

江比間野外活動セン
ター（青年の家）

■しおさい大学
高
齢
者
連
続
講
座

　

し
お
さ
い
大
学 

参
加
者

裁
判
員
制
度
に
よ
る

　

模
擬
裁
判
の
共
催
団
体

地
産
地
消
の
お
料
理
教
室

〜
春
野
菜
で
簡
単
ご
は
ん
〜 

参
加
者
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❶
み
ん
な
で
お
米
を
作
っ
ち
ゃ
お
う
！

　

田
植
え
、
草
取
り
、
稲
刈
り
、
脱
穀
、

も
み
す
り
な
ど
、
米
づ
く
り
の
農
業
実
習

を
体
験
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
小
学
生
と
保
護
者
（
全
７

回
通
し
て
参
加
で
き
る
方
）　

▼
開
催

日
＝
４
月
27
日（
日
）、６
月
８
日（
日
）・

22
日（
日
）、７
月
13
日（
日
）、８
月
31
日

（
日
）、９
月
７
日（
日
）・
27
日（
土
）

▼
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
〜
正
午　

▼
場

所
＝
豊
橋
市
駒
形
町
の
実
習
田
ほ
か

▼
講
師
＝
有
薗
正
一
郎
さ
ん
（
愛
知
大
学

教
授
）、
兵
藤
吉
之
さ
ん
（
農
業
）　

▼
定

員
＝
15
組
（
抽
選
／
詳
細
は
後
日
通
知
）

❷
お
い
し
い
野
菜
づ
く
り
に
挑
戦

　

プ
ロ
の
農
業
者
を
講
師
に
迎
え
、
季
節

野
菜
の
種
ま
き
か
ら
収
穫
ま
で
を
体
験
し

ま
す
。

▼
対
象
＝
小
学
生
と
保
護
者　

▼
開
催

日
＝
５
月
24
日（
土
）、６
月
28
日（
土
）、７

月
26
日（
土
）、８
月
23
日（
土
）、９
月
20
日

（
土
）　

▼
時
間
＝
午
後
１
時
〜
４
時

▼
場
所
＝
豊
橋
市
中
野
町
の
実
習
畑
ほ
か

▼
講
師
＝
兵
藤
吉
之
さ
ん（
農
業
）　

▼
定

員
＝
20
組
（
抽
選
／
詳
細
は
後
日
通
知
）

■
申
し
込
み

　

①
は
４
月
15
日
（
火
）、
②
は
５
月
15

日
（
木
）
ま
で
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
か
、

ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
ハ

ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
豊
橋
田
原
広
域
農
業
推
進
会
議
事
務
局

（
〒
４
４
０

－

８
５
０
１　

住
所
不
要　

豊
橋
市
役
所
農
政
課
内
）

☎（
０
５
３
２
）51
局
２
４
７
１

　
（
０
５
３
２
）56
局
５
１
３
０

　

nosei@
city.toyohashi.lg.jp

　

http://www.city.toyohashi.aichi.jp/nousei/

　

田
原
市
博
物
館・財
団
法
人
崋
山
会
で
は
、

郷
土
の
偉
人
渡
辺
崋
山
を
も
っ
と
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
毎
月
11
日
に
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日
時

間
ま
で
に
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
一
般　

▼
日
時
・
内
容
＝
表
の

と
お
り　

▼
場
所
＝
崋
山
会
館　

▼
参
加

料
＝
無
料　

▼
そ
の
他
＝
７
月
以
降
の
詳

細
は
、
あ
ら
た
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22
局
１
７
２
０　

23
局
３
７
７
０

　

該
当
す
る
方
に
引
換
券
を
郵
送
し
ま
し

た
の
で
、
交
付
を
希
望
す
る
方
は
、
引
換

券
に
署
名
の
う
え
、
引
換
券
に
記
載
さ
れ

た
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
該
当
者
＝
①
〜
④
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
／
①
昭
和
14
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
②
１
・
２
級
の
下
肢
・
体
幹
・

視
覚
障
害
者
、
１
級
の
内
部
障
害
者
③
Ａ

判
定
の
知
的
障
害
者
④
１
・
２
級
の
精
神

障
害
者　

▼
そ
の
他
＝
本
年
度
か
ら
福
祉

回
数
券
は
バ
ス
と
電
車
（
渥
美
線
）
で
使

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
詳
し
く

は
引
換
券
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
福
祉
課

☎
23
局
４
６
５
４　

23
局
３
５
４
５

　

施
設
入
所
中
以
外
の
「
要
介
護
３
〜

５
」
の
方
を
介
護
し
て
い
る
方
な
ど
を
対

象
に
、
介
護
に
必
要
な
消
耗
品
を
購
入
で

き
る
補
助
券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
田
原
市
に
住
所
が
あ
り
、
要
介

護
３
〜
５
の
方
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る

方
な
ど　

▼
交
付
場
所
＝
①
田
原
地
区
の

方
…
福
祉
課
（
市
役
所
北
庁
舎
１
階
）
②

赤
羽
根
地
区
の
方
…
赤
羽
根
支
所
市
民
生

活
課
③
渥
美
地
区
の
方
…
あ
つ
み
ラ
イ
フ

ラ
ン
ド　

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の
＝
有

効
期
限
内
の
介
護
保
険
証
、
印
鑑
（
認
印

で
結
構
で
す
）

▼
福
祉
課

☎
23
局
４
６
５
４　

23
局
３
５
４
５

伊勢湾海上交通センター伊勢湾海上交通センター
施設を一般公開します施設を一般公開します

日時日時●●５月11日５月11日日日
　　　午前10時～午後３時　　　午前10時～午後３時
場所場所●●伊勢湾海上交通センター伊勢湾海上交通センター
　　　（伊良湖町古山2184-38）　　　（伊良湖町古山2184-38）
内容内容●●海上保安業務説明、屋上海上保安業務説明、屋上
開放、制服試着、ペーパークラフト作成など開放、制服試着、ペーパークラフト作成など

▼▼伊勢湾海上交通センター伊勢湾海上交通センター
☎３４局２７００　 ３４局２７０４☎３４局２７００　 ３４局２７０４

農
業
体
験
講
座 

参
加
者

講
座「
渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に
」 

参
加
者

日時 内容・講師

４月11日（金）
午前8時45分
　　　～９時30分

渡辺崋山が描いた国宝「鷹見泉石像」
(東京国立博物館蔵)を解説します
講師 ▼鈴木利昌（博物館学芸員）

５月11日（日）
午前8時45分
　　　～９時30分

渡辺崋山が描いた重要文化財「市
河米庵像」(京都国立博物館蔵)を
解説します
講師 ▼鈴木利昌（博物館学芸員）

６月11日（水）
午前8時45分
　　　～９時30分

渡辺崋山が描いた重要文化財「佐
藤一斎像」(東京国立博物館蔵)を
解説します
鈴木利昌（博物館学芸員）

■講座「渡辺崋山を知るために」

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
・
福
祉
回
数
券

を
交
付
し
ま
す

家
族
介
護
用
品
購
入
補
助
券
を

交
付
し
ま
す

見学無料
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在
宅
の
重
度
障
害
者
に
対
し
支
給
す
る

「
愛
知
県
在
宅
重
度
障
害
者
手
当
」
が
改

正
さ
れ
、
平
成
20
年
４
月
１
日
以
降
、
65

歳
以
上
で
新
た
に
障
害
者
と
な
ら
れ
た
方

は
、
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
障

害
の
重
い
手
当
一
種
（
身
体
障
害
１
〜
２

級
で
Ｉ
Ｑ
35
以
下
の
方
）
に
該
当
す
る
方

は
、
引
き
続
き
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
現
在
受
給
中
の
方
は
、変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
愛
知
県
東
三
河
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
地

域
福
祉
課

☎（
０
５
３
２
）54
局
５
１
１
１

▼
福
祉
課

☎
23
局
３
５
１
２　

23
局
３
５
４
５

　
「
児
童
扶
養
手
当
」
は
、
父
母
の
離
婚
・

父
の
死
亡
な
ど
に
よ
っ
て
、
父
と
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
を
持
つ
母
な
ど

に
手
当
が
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
制
度
改
正
に
よ
り
、
原
則
、

手
当
支
給
開
始
月
の
初
日
か
ら
（
平
成
15

年
４
月
１
日
以
前
か
ら
受
給
さ
れ
て
い
る

方
は
、
平
成
15
年
４
月
１
日
か
ら
）
起
算

し
て
５
年
を
経
過
す
る
と
、
手
当
の
２
分

の
１
が
支
給
停
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
次
の
❶
ま
た
は
❷
に
該

当
す
る
場
合
は
、
必
要
な
書
類
の
提
出
に

よ
り
、
引
き
続
き
受
給
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。（
た
だ
し
、
所
得
の
状
況
や
家
族

の
状
況
等
に
変
化
が
あ
っ
た
場
合
は
、
こ

の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

❶
受
給
し
て
い
る
母
な
ど
が
、
次
の
ア
〜

オ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

ア
就
業
し
て
い
る

イ
求
職
活
動
な
ど
の
自
立
を
図
る
た
め
の

活
動
を
し
て
い
る

ウ
身
体
上
ま
た
は
精
神
上
の
障
害
が
あ
る

エ
負
傷
ま
た
は
疾
病
な
ど
に
よ
り
就
業
す

る
こ
と
が
困
難
で
あ
る

オ
児
童
ま
た
は
親
族
が
、
障
害
、
負
傷
、

疾
病
、
要
介
護
状
態
等
に
あ
り
、
介
護

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
就
業
す
る
こ
と

が
困
難
で
あ
る

❷
❶
の
ア
〜
オ
ま
で
に
該
当
し
な
い
が
、

担
当
窓
口
で
相
談
し
た
う
え
で
、
求
職

活
動
な
ど
を
行
っ
た
場
合

　

該
当
者
に
は
必
要
な
提
出
書
類
を
同
封

し
、
順
次
通
知
し
ま
す
。
書
類
が
届
い
た

ら
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
を

行
わ
な
か
っ
た
場
合
、
支
給
停
止
月
に
到

達
し
た
月
か
ら
、
手
当
額
の
２
分
の
１
の

支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

※
制
度
や
手
続
き
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
児
童
課

☎
23
局
３
５
１
３　

23
局
３
５
４
５

◉
窓
口
業
務
…
福
祉
部
福
祉
課
・
児
童
課
・

健
康
課
の
事
務
室
を
、
田
原
福
祉
セ
ン

タ
ー
か
ら
市
役
所
北
庁
舎
１
階
に
移
転

し
ま
し
た
が
、
窓
口
業
務
は
こ
れ
ま
で

と
同
様
、
午
後
７
時
15
分
ま
で
延
長
し

て
行
い
ま
す
。

◉
電
話
番
号
…
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
福
祉
課

☎
23
局
３
５
１
２　

23
局
３
５
４
５

　

県
の
条
例
の
規
定
に
よ
り
、
対
象
と
な

る
畜
産
事
業
者
は
悪
臭
関
係
工
場
等
の
届

け
出
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
４

月
30
日（
水
）ま
で
に
必
ず
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
対
象
事
業
所
に
は
通
知
と

届
出
書
を
郵
送
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
届
い

て
い
な
い
場
合
に
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事

業
所
／
①
豚
房
の
総
面
積
が
50
㎡
以
上　

②
牛
房
等
の
総
面
積
が
２
０
０
㎡
以
上　

③
鶏
を
３
０
０
０
羽
以
上
飼
育　

④
う
ず

ら
を
２
万
羽
以
上
飼
育

▼
環
境
衛
生
課

☎
23
局
３
５
４
１　

23
局
０
４
８
８

　

平
成
20
年
度
か
ら
、
基
本
健
康
健
診
の

方
法
が
変
わ
り
ま
す
。
ま
ず
は
４
月
中
旬

に
、
65
歳
以
上
の
方
（
要
介
護
認
定
者
を

除
く
）
に
日
常
生
活
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
た
め
の
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
記
入
の
う
え
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
結
果
か
ら

検
査
が
必
要
だ
と
判
断
さ
れ
た
方
に
は
検

査
の
案
内
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
福
祉
課

☎
23
局
４
６
５
４

　

23
局
３
５
４
５

　

平
成
20
年
４
月
分
か
ら
、「
精
神
障
害

者
１
級
」
の
額
を
「
身
体
障
害
者
１
級
」

お
よ
び
「
知
的
障
害
者
Ａ
判
定
」
と
同
額

に
改
正
し
ま
す
。

▼
手
当
月
額
＝
改
正
後
６
０
０
０
円
（
改

正
前
２
５
０
０
円
）　

▼
支
給
月
日
＝
７

月
・
11
月
・
３
月
の
25
日
（
原
則
）

▼
福
祉
課

☎
23
局
３
５
１
２　

23
局
３
５
４
５

「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」を

　
　
　
　

返
送
し
て
く
だ
さ
い

児
童
扶
養
手
当
制
度
の
一
部
改
正
と

そ
れ
に
伴
う
手
続
き
に
つ
い
て

田
原
市
障
害
者
手
当

支
給
額
の
一
部
改
正

愛
知
県
在
宅
重
度
障
害
者
手
当

制
度
の
一
部
改
正

福
祉
部
事
務
室
移
転
に
伴
う

窓
口
業
務
時
間
と
電
話
番
号

畜
産
事
業
を
営
む
方
は

「
悪
臭
関
係
工
場
等
の
届
け
出
」を
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各
種
医
療
費
受
給
者
証
の
有
効
期
間
が

切
れ
た
方
は
、
市
役
所
保
険
年
金
課
ま
た

は
各
支
所
市
民
生
活
課
に
返
還
し
て
く
だ

さ
い
。

◉
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証

　

対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
が
平
成
20
年
４

月
か
ら
小
学
校
に
入
学
さ
れ
る
方

◉
母
子
家
庭
等
医
療
費
受
給
者
証

　

平
成
20
年
３
月
31
日
が
、
お
子
さ
ん
が

18
歳
に
達
し
た
年
の
年
度
末
と
な
る
方

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
３
５
１
４　

23
局
０
１
８
０

　

田
原
市
医
師
会

で
は
こ
れ
ま
で
、

期
間
を
限
定
し
て

「
平
日
夜
間
診
療
」

を
実
施
し
て
き
ま

し
た
が
、
今
年
度

か
ら
は
１
年
を
通
し
て
実
施
し
ま
す
。

▼
実
施
期
間
＝
4
月
〜
平
成
21
年
３
月

▼
実
施
時
間
＝
通
常
の
診
療
終
了
後
〜
午

後
９
時　

▼
そ
の
他
＝
当
番
医
に
つ
い
て

は
、健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
市
医
師
会 

☎
29
局
０
３
５
５

　

犬
の
集
合
注
射
を
次
の
日
程
で
行
な
い

ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
都
合
の
良
い
会

場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。
犬
の
登
録
が
済

ん
で
い
る
方
は
、４
月
は
じ
め
に
通
知（
ハ

ガ
キ
）
が
届
き
ま
す
の
で
、
愛
犬
手
帳
と

と
も
に
注
射
会
場
へ
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
新
し
く
犬
を
飼
わ
れ
た
方
（
生

後
91
日
以
上
に
限
る
）
は
、
注
射
会
場
で

登
録
と
注
射
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
犬
の
登
録
」
と
「
年
に
一
度

の
狂
犬
病
予
防
注
射
」
は
、
法
律
に
よ
り

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
都
合
の

悪
い
方
は
、
６
月
30
日
（
月
）
ま
で
に
、

必
ず
動
物
病
院
で
注
射
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
料
金
＝
新
規
登

録
と
注
射
６
３
０
０

円
／
注
射
の
み

３
３
０
０
円

▼
環
境
衛
生
課

☎
23
局
３
５
４
１

　

23
局
０
４
８
８

　

海
に
囲
ま
れ
た
田
原
市
の
「
海
辺
の
自

然
」「
海
辺
に
ま
つ
わ
る
物
語
」
を
、

博
物
誌
と
し
て
ま
と
め

ま
し
た
。
市
内

各
地
を
「
海
辺

の
観
察
フ
ィ
ー

ル
ド
」
と
し
て

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
活
用
い
た
だ
き
、
身
近
に
あ
る

豊
か
な
自
然
に
親
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
仕
様
＝
Ａ
５
版
カ
ラ
ー
／
96
ペ
ー
ジ

▼
価
格
＝
５
０
０
円　

※
た
は
ら
の
自
然
め
ぐ
り
Ⅰ
（
里
山
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
）・
た
は
ら
の
自
然
め
ぐ
り

Ⅱ
（
た
は
ら
の
巨
木
・
名
木
１
０
０
選
）

も
販
売
し
て
い
ま
す
。

▼
公
園
緑
地
課

☎
23
局
４
１
０
３　

23
局
０
１
８
０　

平
成
20
年
度

狂
犬
病
予
防
注
射（
集
合
注
射
）

各
種
医
療
費
受
給
者
証
の
返
還

『
平
日
夜
間
診
療
』を

年
間
通
し
て
実
施
し
ま
す

開催日 時　間 場　所

４月７日（月）
13:30～14:10 衣笠市民館
14:40～15:50 野田市民館

４月８日（火）
13:00～13:30 六連市民館
14:00～14:40 神戸市民館
15:10～15:50 田原文化会館はなのき広場

４月９日（水）
13:30～14:40 童浦市民館
15:10～15:50 田原東部市民館

４月10日（木）
13:00～13:30 田原南部市民館
14:00～14:50 高松市民館
15:20～16:00 大草市民館

４月11日（金）
13:10～14:10 若戸市民館
14:40～15:50 赤羽根市民館

４月14日（月）
13:30～14:10 村松農業担い手センター
14:40～15:30 泉市民館

４月15日（火）
13:30～14:20 高木公民館
14:50～16:00 福江市民館

４月16日（水）
13:30～14:10 西山公民館
14:40～15:40 小中山総合事務所

４月17日（木）
13:30～14:40 中山市民館
15:10～16:00 伊良湖市民館

４月18日（金）
13:30～14:20 和地市民館
14:50～16:00 堀切市民館

■犬の登録と予防注射日程表

※都合の良い会場で受けてください。

た
は
ら
の
自
然
め
ぐ
り
Ⅲ

『
た
は
ら
の
海
辺
の
博
物
誌
』発
刊

▲海浜植物「ハマエンドウ」

※田原市役所公園緑地課、赤羽根支所、
渥美支所、田原中央図書館、

　田原めっくんはうす、滝頭公園にて
販売しています。
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証
明
書
（
免
許
証
な
ど
）、
印
鑑　

▼
手

数
料
＝
５
０
０
円

▼
市
民
課

☎
23
局
３
５
１
１　

23
局
４
２
７
０

　

こ
れ
ま
で
、
外
国
人
登
録
の
各
種
申
請

窓
口
は
、
居
住
す
る
地
区
に
よ
り
限
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
４
月
か
ら
田
原
市
役
所

市
民
課
お
よ
び
渥
美
支
所
市
民
生
活
課
の

ど
ち
ら
の
窓
口
で
も
申
請
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

▼
市
民
課

☎
23
局
３
５
１
１　

23
局
４
２
７
０

▼
市
民
生
活
課
（
渥
美
支
所
内
）

☎
33
局
１
１
１
２　

32
局
２
５
０
６

（
民
間
企
業
な
ど
が
発
行
し
た
証
明
書
）

▼
学
生
証
、
社
員
証
な
ど

【
注
意
】

※
住
民
票
な
ど
を
本
人
お
よ
び
同
一
世
帯

員
以
外
が
請
求
す
る
場
合
、ま
た
、戸
籍

な
ど
を
本
人
お
よ
び
直
系
血
族（
配
偶

者
含
む
）以
外
が
請
求
す
る
場
合
は
、原

則
と
し
て「
委
任
状
」の
提
出
が
必
要
で

す
。

※
郵
送
に
よ
る
申
請
の
場
合
、
本
人
確
認

書
類
の
写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
市
民
課

☎
23
局
３
５
１
１　

23
局
４
２
７
０

　

住
基
カ
ー
ド（
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
）

に
は
、
本
人
確
認
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い

ま
す
。
顔
写
真
付
き
の
住
基
カ
ー
ド
は
、

公
的
な
証
明
書
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
各
種
証
明
書
の
請
求
時
に
も

役
立
ち
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
発
行
さ

れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

【
活
用
例
】

•
戸
籍
の
届
出
や
各
種
証
明
書
の
請
求
時

•
銀
行
口
座
の
新
規
開
設

•
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
行　

な
ど

▼
交
付
場
所
＝
市
民
課
（
市
役
所
南
庁
舎

１
階
）　

▼
必
要
な
も
の
＝
公
的
な
身
分

　

５
月
１
日
か
ら
、
戸
籍
法
、
住
民
基
本

台
帳
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
住
民
票
・

戸
籍
な
ど
の
証
明
書
を
請
求
す
る
際
に
も

「
本
人
確
認
」
が
義
務
付
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
第
三
者
に
よ
る

「
な
り
す
ま
し
」
な
ど
の
不
正
請
求
の
防

止
や
、
個
人
情
報
保
護
を
目
的
と
し
た
も

の
で
す
。

　

従
来
の
戸
籍
の
届
出
や
住
民
異
動
の
届

出
の
際
と
同
様
に
、
窓
口
で
本
人
確
認
で

き
る
「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
顔
写
真

付
き
の
も
の
）」
や
「
運
転
免
許
証
」
な

ど
の
官
公
署
が

発
行
し
た
書
類

を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
書
類
例

❶
１
点
で
い
い
も
の

（
顔
写
真
付
き
の
官
公
署
発
行
書
類
）

▼
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
顔
写
真
付

き
）、
運
転
免
許
証
、
旅
券
な
ど

❷
２
点
必
要
な
も
の

（
公
的
機
関
が
発
行
し
た
書
類
）

▼
健
康
保
険
証
、
年
金
手
帳
な
ど

　

平
成
20
年
３
月
１
日
に
、「
労
働
契
約

法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

◎
労
働
契
約
法
と
は

　

就
業
形
態
の
多
様
化
に
よ
り
、
労
働
者

の
労
働
条
件
が
個
別
に
決
定
・
変
更
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
個
別
労
働

紛
争
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。「
労
働
契

約
法
」
は
、こ
の
よ
う
な
紛
争
の
防
止
と
、

使
用
者
と
労
働
者
の
関
係
の
安
定
を
図
る

た
め
、
労
働
契
約
に
つ
い
て
の
基
本
的
な

ル
ー
ル
を
ま
と
め
、
明
ら
か
に
し
よ
う
と

制
定
さ
れ
た
法
律
で
す
。

◎
労
働
契
約
の
基
本
ル
ー
ル

•

労
働
者
と
使
用
者
が
対
等
で
あ
る
こ
と

•

仕
事
と
生
活
の
調
和
に
配
慮
す
る
こ
と

•

互
い
に
権
利
を
濫
用
し
な
い
こ
と　
な
ど

※
労
働
契
約
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
厚
生

労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp

◎
労
働
者
と
使
用
者
の
皆
さ
ん
へ

　

労
働
契
約
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
互
い

に
よ
く
話
し
合
い
、
十
分
な
理
解
と
協
力

の
も
と
、
安
心
・
納
得
し
て
働
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
豊
橋
労
働
基
準
監
督
署

☎（
０
５
３
２
）54
局
１
１
９
２

　
（
０
５
３
２
）54
局
１
１
６
１　

ご
存
じ
で
す
か
？

　
　
　
『
住
基
カ
ー
ド
』

証
明
書
交
付
請
求
時
の

本
人
確
認
に
つ
い
て

外
国
人
登
録
の
各
種
申
請
が

便
利
に
な
り
ま
す

▲住民基本台帳カード（見本）

『
労
働
契
約
法
』が

　
　
　

施
行
さ
れ
ま
し
た
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固
定
資
産
税
の
算
出
の
基
礎
と
な
る
土

地
と
家
屋
の
評
価
に
つ
い
て
、
５
月
中
旬

に
発
送
す
る
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書

と
併
せ
て
、
お
持
ち
の
土
地
と
家
屋
の
課

税
明
細
書
を
郵
送
し
ま
す
。
内
容
を
確
認

の
う
え
、
不
明
な
点
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
登
録
さ
れ
た
価
格
に
つ
い
て
不

服
の
あ
る
方
は
、
通
知
を
受
け
取
っ
た
日

か
ら
60
日
以
内
に
、
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
に
審
査
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
障
害
の
あ
る
方
が

軽
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
場
合
、
障
害

の
程
度
に
よ
り
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
を
受
け

る
た
め
に
は
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、

対
象
と
な
る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
①
障
害
の
あ
る
方
が
運
転
す
る

場
合
②
障
害
の
あ
る
方
と
生
計
を
同
じ
に

し
て
い
る
方
が
運
転
す
る
場
合
③
障
害
の

あ
る
方
の
み
の
世
帯
の
た
め
、
常
時
介
護

者
が
運
転

す
る
場
合

（
常
時
介
護

者
で
あ
る

証
明
が
必

要
な
場
合

も
あ
り
ま

す
）

▼
申
請
期
限
＝
５
月
26
日
（
月
）　

▼
そ

の
他
＝
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
０
９　

23
局
０
１
８
０

　

２
０
０
９
年
１
月
、

上
場
会
社
の
株
券
が

電
子
化
さ
れ
ま
す
。

◉

株
券
電
子
化
に
よ

り
、上
場
会
社
の
株

券
は
無
効
と
な
り
、

株
券
の
権
利
は
証

券
会
社
な
ど
の
金
融
機
関
の
口
座
で
電

子
的
に
管
理
さ
れ
ま
す
。

◉

お
手
元
の
株
券
が
本
人
名
義
に
な
っ
て

い
な
い
場
合
は
、電
子
化
に
よ
り
株
主

と
し
て
の
権
利
を
失
う
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
、注
意
が
必
要
で
す
。ご
自
宅

の
タ
ン
ス
や
貸
金
庫
で
長
期
保
管
さ
れ

て
い
る
株
券
の
中
に
は
、名
義
書
き
換

え
や
転
居
の
際
の
住
所
変
更
な
ど
が
済

ん
で
い
な
い
も
の
も
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
の
で
、こ
の
機
会
に
確
認
さ
れ
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

◉

株
券
電
子
化
に
よ
り
、株
式
の
管
理
や

取
引
が
、よ
り
効
率
的
に
、よ
り
安
全
に

行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

▼
日
本
証
券
業
協
会 

証
券
決
済
制
度
改

革
推
進
セ
ン
タ
ー

☎（
０
３
）３
３
６
７
局
４
５
０
０

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
１
０　

23
局
０
１
８
０

　

平
成
20
年
度
か
ら
、
市
県
民
税
、
固
定

資
産
税
、
都
市
計
画
税
の
納
期
前
納
付
報

奨
金
制
度
を
廃
止
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
、
納
付
書
納
付
に
か
か
わ
ら

ず
、
年
税
額
を
一
括
で
納
め
て
い
た
だ
い

た
場
合
に
も
、
報
奨
金
は
交
付
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
０
９　

23
局
０
１
８
０

平成20・21年度の田原市小規模契約希望者

～受付を開始します～
平成20・21年度に田原市が発注する業務などのうち、
小規模な業務などのみの契約を希望される方の登録を
受け付けます。申し込み方法および詳細については、次
のとおりです。

登録できる方
❶市内に主たる事業所を置いている方
❷田原市建設工事等入札参加資格審査を受けていない方
受付期間
平成20年４月１日から随時（市役所開庁時に限ります）
受付場所
契約検査室（市役所南庁舎２階）
提出書類（郵送不可）
❶個人の方＝申請書、市税の未納がない証明書、住民票、身
分証明書　

❷法人の方＝申請書、市税の未納がない証明書、登記事項
証明書、許可証の写し

※詳しくはホームページをご覧いただくか、お問い合わせ
ください。

▼契約検査室☎２３局３５０５　２３局０１８０
　 http://www.city.tahara.aichi.jp

納
期
前
納
付
報
奨
金
制
度
を

廃
止
し
ま
す

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度

固
定
資
産
税
課
税
明
細
書
の
送
付

２
０
０
９
年
１
月
か
ら

株
券
が
電
子
化
さ
れ
ま
す
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平
成
20
年
度
分
か
ら
、
国
民
健
康
保

険
税
の
課
税
区
分
に
「
後
期
高
齢
者
支
援

金
等
課
税
分
」
が
加
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

は
、
平
成
20
年
度
分
か
ら
75
歳
以
上
の
方

を
対
象
と
し
て
、
新
た
に
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
後

期
高
齢
者
支
援
金
な
ど
の
納
付
の
費
用
に

充
て
る
た
め
、
新
た
に
設
け
ら
れ
る
も
の

で
す
。
課
税
対
象
者
は
国
保
加
入
者
全
員

で
す
。
平
成
20
年
度
の
そ
れ
ぞ
れ
の
税
率

等
は
（
表
１
）
の
と
お
り
で
す
。

◉
国
民
健
康
保
険
税
の
納
期
の
改
正

　

現
在
の
納
期
は
年
５
回
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
平
成
20
年
度
か
ら
年
８
回
に
改
正

し
、（
表
２
）
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

◉
第
１
・
２
期
分
の
納
税
通
知
書

　

第
１
・
２
期
分
の
納
税
通
知
書
を
、
４

月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。
第
１
・
２
期
分

は
、
前
年
の
所
得
額
な
ど
が
確
定
し
て
い

な
い
た
め
、
暫
定
の
額
を
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。
暫
定
の
額
は
、
前
年
度
（
平
成

19
年
度
）
の
国
民
健
康
保
険
税
の
そ
れ
ぞ

れ
８
分
の
１
の
額
と
な
り
ま
す
。
４
月
２

日
以
降
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
た

場
合
は
、
第
３
期
（
８
月
）
に
納
税
通
知

書
を
送
付
し
ま
す
。

◉
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
申
請

　

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
（
２
割
、
１

割
）
対
象
世
帯
に
は
、
減
免
申
請
書
を
６

月
ご
ろ
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◉
年
税
額
の
決
定

　

年
税
額
は
、
７
月
に
決
定
（
本
算
定
）

し
、
８
月
に
通
知
し
ま
す
。
第
３
〜
８
期

の
税
額
は
、
年
税
額
か
ら
第
１
・
２
期
分

の
税
額
を
差
し
引
き
、
残
額
を
第
３
〜
８

期
に
割
り
振
り
ま
す
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
２
１
４
９　

23
局
０
１
８
０

　

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

▼
３
月
10
日
、
赤
羽
根
小
学
校
区
平
成
20

年
厄
歳
一
同
（
第
33
回
卒
業
生 

代
表 

松

田
和
明
さ
ん
）
か
ら
、
赤
羽
根
小
学
校
の

備
品
充
実
の
た

め
、
運
動
会
用

鈴
割
り
支
柱
２

組
、
学
校
行
事

用
ス
ピ
ー
カ
ー

一
式
。

●ケイズスクール・リフレクソロジー実践養成コース
対象◎障害者手帳（知的・精神）所持者／開催日時◎５月13日
（火）～６月23日（月）の毎週月～金曜日・午前９時30分～午後
４時／場所◎ケイズスクール（豊橋市南瓦町）／内容◎アロマ
を使ったリフレクソロジー（フットケアの実践）／定員◎７名
（面接により選考）／受講料◎６１８５円（テキスト代など）

●ワークショップ杜―就労移行訓練コース
対象◎障害者手帳（身体・知的・精神）所持者／開催日時◎５月
20日（火）～８月12日（火）の毎週月～金曜日・ 午前９時～午後
３時／場所◎豊橋市老津町（送迎に関する相談もお受けします）／
内容◎箱折り、肥料の袋分け、ゴムの結束・袋入れなどの軽作
業／定員◎３名（面接により選考）／受講料◎無料

【申し込み】いずれも４月28日（月）までに、公共職業安定所
にある願書に必要事項を記入し提出してください。
（受講には安定所の求職登録が必要です）

国
民
健
康
保
険
税

平成20年度 医療分 介護分 支援金分

所得割額 4.50% 0.60% 1.10%

資産割額 29.00% 5.00% 9.00%

均等割額 28,800円 6,600円 8,400円

平均割額 31,200円 6,000円 7,200円

■平成20年度の国民健康保険税の税率（表１）

期別 納期

第１期 ４月

第２期 ６月

第３期 ８月

第４期 ９月

■平成20年度の国民健康保険税の納期（表２）

期別 納期

第５期 10月

第６期 11月

第７期 12月

第８期 ２月

問合先 ▼愛知障害者職業能力開発校 ☎（0533）93局2102
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◉
４
月
５
日
土
〜
５
月
25
日
日

田
原
市
博
物
館
平
常
展

開
館
時
間
▼
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
入

館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）月
曜
日
休
館

内
容
▼
渡
辺
崋
山
の
花
鳥
画（
特
別
展
示

室
）、
白し

ら

井い

青せ
い

淵え
ん

の
世
界（
企
画
展
示
室

１
）、石い

し

川か
わ

雲う
ん

鶴か
く

の
書（
企
画
展
示
室
２
）

観
覧
料
▼
一
般
２
１
０
円
（
１
６
０
円
）、

小
・
中
学
生
１
０
０
円
（
80
円
）

※（　

）内
は
20
名
以
上
の
団
体
割
引
料
金

※
毎
週
土
曜
日
は
小
中
高
生
無
料
開
放
日

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22
局
１
７
２
０　

23
局
３
７
７
０

◉
４
月
20
日
日

第
５
回
市
民
緑
花
ま
つ
り

時
間
▼
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場
所
▼
は
な
の
き
広
場
・
田
原
文
化
会
館

内
容
▼
植
木
市
、
用
土
・
花
苗
な
ど
の
販

売
、
苗
木
の
無
料
配
布
、
手
作
り
花
壇
、

フ
ラ
ワ
ー
教
室
、
フ
ラ
ワ
ー
作
品
コ
ン

テ
ス
ト
な
ど

▼
公
園
緑
地
課

☎
23
局
４
１
０
３　

23
局
０
１
８
０

◉
４
月
26
日
土
・
27
日
日
・
29
日

田
原
市
文
化
協
会「
春
の
文
協
ま
つ
り
」

●
市
民
茶
会

開
催
日
・
場
所
▼

　

❶
26
日
（
土
）・
27
日
（
日
）
／
渥
美

文
化
会
館
ロ
ビ
ー

　

❷
29
日
（
祝
）
／
池
ノ
原
会
館

茶
席
▼
１
席
３
０
０
円

●
各
種
展
覧

開
催
日
・
場
所
▼

　

26
日
（
土
）・
27
日
（
日
）
／
渥
美
文

化
会
館
、
渥
美
郷
土
資
料
館

●
芸
能
大
会

開
催
日
・
場
所
▼

　

26
日
（
土
）・
27
日
（
日
）
／
渥
美
文

化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

▼
田
原
市
文
化
協
会
事
務
局

（
田
原
文
化
会
館
内
）
☎
22
局
６
０
６
３

（
渥
美
文
化
会
館
内
）
☎
33
局
１
１
２
６

◉
４
月
27
日
日

宮
本
延
春
講
演
会

「
オ
ー
ル
１
の
落
ち
こ
ぼ
れ　

教
師
に
な
る
」

時
間
▼
午
後
２
時
開
演
（
30
分
前
開
場
）

場
所
▼
田
原
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

内
容
▼
い
じ
め
に
あ
い
、
成
績
は
オ
ー
ル

１
だ
っ
た
青
年
が
、
23
歳
で
目
覚
め
、

独
学
・
奮
闘
、
教
師
に
…

講
師
▼
宮
本
延ま

さ

春は
る

氏（
豊
川
高
等
学
校
教

諭
）

入
場
料
▼
無
料
（
全
席
自
由
）

▼
田
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局

☎
22
局
６
０
１
３（
午
前
９
時
〜
午
後
１
時
）

◉
５
月
３
日

サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら「
農
業
祭
」

時
間
▼
午
前
10
時
〜

場
所
▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

内
容
▼
地
元
産
の
新
鮮
な
農
畜
産
物
の
直

売
、
模
擬
店
、
餅
投
げ
な
ど
、
お
買
い

得
品
や
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
が
盛
り
だ
く

さ
ん
！

▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク

た
は
ら

☎
25
局
１
２
３
４

　

25
局
１
２
３
５

テーマ◉渥美半島の四季／作品◉四つ切り単写真（ワイド版、日付入り、縁付き不
可）、デジタルカメラの部はＡ４プリントでも可／応募方法◉12月26日（金）までに
商工観光課にある応募票を作品の裏面に添付のうえ提出（市役所執務時間内、郵送
の場合は当日消印有効）／賞◉田原市観光協会長賞、田原市長賞ほか（入賞者には
賞状と副賞あり）／その他◉詳しくはお問い合わせください。

▼田原市観光協会（〒441－3492 住所不要 商工観光課内）☎23局3516　  22局3817

平成19年冬から平成20年冬までに撮影した未発表の作品で、市の行事や祭り、景観、街
並み、人と人とのふれあいなど、四季を感じさせるものを題材とした写真を募集します。

2008 田原市観光写真コンクール　作品募集！

月
の
イ
ベ
ン
ト

4

母子家庭の就業相談
お気軽にご相談ください

４月10日木・５月８日木

　時 間 ▼午後１時30分
　　　　　　　～３時30分
　場 所 ▼田原福祉センター

▼児童課
☎23局3513　　23局3545

月
の
イ
ベ
ン
ト

5

祝

祝
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渥美郷土資料館　企画展

岡野薫子の世界
－子ども時代は今につづいて－

４月26日土～６月１日土
作家・岡野薫子（1929年～）は東京に生まれ、現在
も文と絵の両方の分野で活躍中の作家です。子
どもたちには「森のネズミ」や「うさぎのおみせ
やさん」シリーズの著作で親しまれ、６年生国語
教科書（東京書籍）には、短編「桃花片」が掲載さ
れています。本展では、作家の子ども時代の家庭
と環境から、現在につながる軌跡と、その作品世
界を紹介します。短編映画から始まって、童話・
児童文学・自然科学書・エッセイ・ノンフィクシ
ョン…さまざまに枝分れする過程を、多くの資
料で明らかにしながら、その魅力に迫ります。

会　　場◆渥美郷土資料館
開館時間◆午前９時～午後５時
　　　　　（入館は午後４時30分まで）
休 館 日◆４月28日月、５月７日水、
　　　　　12日月、19日月、26日月
観 覧 料◆無料
展示内容◆『銀色ラッコのなみだ』『森の
ネズミシリーズ』ほかの図書（雑誌・紙
芝居・絵本含む）、自筆原稿、草稿、挿絵原
画、絵画作品、映像関連資料（シナリオ・

絵コンテな
ど）、科学読
物関連資料、
写真、仕事場
の山荘模型
ほか

講演会 ▼4月29日（祝）午後1時30分～／演題：「自
然は友だち－作品の発想－」／講師：岡野薫子
／会場：渥美文化会館大会議室／入場無料

展示解説 ▼5月6日（祝）午後1時30分～（田原市博
物館学芸員による）／5月24日（土）、25日（日）
午後1時30分～（作家自身による）／いずれも
参加無料

岡野薫子サイン入り本プレゼント ▼５月５日
（祝）午前9時～・「カモシカの谷」緑蔭文庫／5
月6日（火）午前9時～・「思い出のトランク」ポ
プラ社文庫／5月31日（土）午前9時～・「人間
のからだといのち」フォア文庫／各日とも10
冊限定

ビデオ上映 ▼「岡野薫子の作品世界－文と絵と
－」（上映時間36分）／毎週土・日・祝日／午前
10時30分～、午後1時30分～

◉渥美郷土資料館
☎３３局１１２７ 　３４局１０１０

◉
５
月
５
日

こ
ど
も
の
日
企
画

「
鎧
を
着
て
お
城
で
写
真
を
撮
ろ
う
」

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

場
所
▼
田
原
市
博
物
館

内
容
▼
現
代
の
鎧

よ
ろ
い

士し

が
作
成
し
た
鎧
を
着

て
、
武
士
の
雰
囲
気
を
体
験
し
よ
う
！

定
員
▼
30
名
（
先
着
順
）

参
加
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
電
話
に
て

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22
局
１
７
２
０　

23
局
３
７
７
０

◉
５
月
11
日
日

サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

農
業
体
験「
田
植
え
」

時
間
▼
午
前
９
時
〜

場
所
▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

定
員
▼
20
名
（
先
着
順
）

参
加
料
▼
２
０
０
０
円
（
秋
の
「
稲
刈
り
」

の
参
加
料
込
み
／
も
ち
米
２
㎏
付
き
）

申
し
込
み
▼
電
話
に
て

▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

☎
25
局
１
２
３
４　

25
局
１
２
３
５

◉
５
月
13
日
火

三
遠
南
信
ト
ッ
プ
対
談

　

三
遠
南
信
地
域
の
住
民
、
大
学
、
経
済

界
、
行
政
が
一
緒
に
な
っ
て
策
定
し
た
三

遠
南
信
地
域
連
携
ビ
ジ
ョ
ン
。
本
年
度
か

ら
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
い
た
県
境
連
携
を
進

め
ま
す
。
今
後
の
推
進
に
当
た
っ
て
、
県

境
連
携
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
東
三

河
、
遠
州
、
南
信
州
地
域
の
経
済
界
と
行

政
の
代
表
が
対
談
し
ま
す
。

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
〜
５
時
（
午
後
１

時
開
場
）

場
所
▼
豊
橋
市
公
会
堂
（
豊
橋
市
八
町
通

二
丁
目
22
番
地
）

内
容
▼

❶
基
調
講
演
：
講
師
＝
大
西
隆
氏
（
東
京

大
学
教
授
／
国
土
審
議
会
委
員
）

❷
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
：
パ
ネ
リ

ス
ト
＝
早
川
豊
橋
市
長
、
鈴
木
浜
松
市

長
、
牧
野
飯
田
市
長
、
磯
村
豊
橋
商
工

会
議
所
会
頭
、
御
室
浜
松
商
工
会
議
所

会
頭
、
宮
島
飯
田
商
工
会
議
所
会
頭

申
し
込
み
▼
５
月
７
日
（
水
）
ま
で
に
電

話
に
て
田
原
市
役
所
企
画
課
へ

▼
企
画
課

☎
23
局
３
５
０
７　

23
局
０
１
８
０

５月16日（金）
※詳しくはお問い合わせください。※詳しくはお問い合わせください。

▼▼トライアスロン伊良湖大会実行委員会トライアスロン伊良湖大会実行委員会
事務局（商工観光課渥美分室）事務局（商工観光課渥美分室）
☎33局1616　　32局2506☎33局1616　　32局2506

9/7日
開催

祝

▲岡野さんの作品（右から）森のネズミシリーズ28 「森のネ
ズミのさがしもの」 岡野薫子作、上條滝子絵（ポプラ社）／「猫
がドアをノックする」岡野薫子著（草思社）／うさぎのおみせ
やさん１ 「ふしぎなぼうしやさん」 岡野薫子作、若山雪江絵
（ポプラ社）
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訪問日

13:20～14:10

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

13:20～14:10

14:30～15:30

14:30～15:30

13:20～14:10

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

 4/17[木]・ 5/ 1[木]・ 5/15[木]

 4/22[火]・ 5/13[火]・ 5/27[火]

 4/22[火]・ 5/13[火]・ 5/27[火]

 4/18[金]・ 5/ 2[金]・ 5/16[金]

 4/16[水]

 4/15[火]

 4/18[金]・ 5/ 2[金]・ 5/16[金]

 4/16[水]

 4/10[木]・ 4/24[木]・ 5/ 8[木]

 4/10[木]・ 4/24[木]・ 5/ 8[木]

 4/ 9[水]・ 4/23[水]・ 5/14[水]

 4/ 9[水]・ 4/23[水]・ 5/14[水]

 4/ 9[水]・ 4/23[水]・ 5/14[水]

 4/ 9[水]・ 4/23[水]・ 5/14[水]

 4/17[木]・ 5/ 2[金]・ 5/15[木]

 4/17［木］・ 5/ 2[金]・ 5/15[木]

 4/22[火]・ 5/13[火]・ 5/27[火]

 4/22[火]・ 5/13[火]・ 5/27[火]

 4/16［水］・ 5/21[水]

 4/16［水］・ 5/21[水] 

六連小

神戸小

大草小

田原東部小

田原南部小

童浦小

田原中部小

衣笠小

野田小

高松小

赤羽根小

若戸小

和地小

堀切小

伊良湖小

亀山小

中山小

福江小

清田小

泉小

い
ず
み
号

や
し
の
実
号

移動図書館巡回日程●４・５月

図書館休館日
４月

５月

ステーション 訪問時間

特別整理期間　 中央図書館 20日[火]～23日[金]
赤羽根図書館 27日[火]・28日[水]
渥美図書館 28日[水]～30日[金]

７日［水］・９日［金］・12日［月］・19日［月］・26日［月］

７日［月］・11日［金］・14日［月］・21日［月］・28日[月]

一般展示コーナー◎4月
「育
はぐく

む未来」 （4月12日［土］～5月8日［木］）
日々の暮らしを通して、少し先の未来を想ってみませんか。
花や緑、街、環境。育むものがたくさんあります。

こどもしつ展示コーナー◎4月こどもしつ展示コーナー◎4月
「だいすきなクマさんたち」「だいすきなクマさんたち」  （4月12日［土］（4月12日［土］～5月8日［木］）

～『くまのパディントン』原書出版50周年にちなんで～～『くまのパディントン』原書出版50周年にちなんで～

えほんだいすき！（田原市図書館ボランティア） ★
日時／4月20日（日）　14:00～
おはなしの部屋（くぬぎの会） ★
日時／5月3日（祝）　14:00～
ぴよぴよおはなし会 ☆
日時／4月9日（水）　10:30～／11:00～
こりすの部屋（くぬぎの会） ☆
日時／4月15日（火）　10:30～

場所／中央図書館こどもしつ
内容／読み聞かせ・手遊びなど
対象／★幼児～小学生　☆乳幼児（親子）

おはなし会（赤羽根えほんの会・図書館） 
日時／4月20日（日）　13:30～
　　　5月3日（祝）　10:30～

場所／赤羽根図書館こどもしつ
内容／読み聞かせ・紙芝居など
対象／乳幼児～小学生

おはなし会（てのひらの会・図書館） 
日時／毎月第１・第２・第４土曜日　14:00～

場所／渥美図書館おはなしコーナー
内容／読み聞かせ
対象／乳幼児～小学生

こ
ど
も
ブ
ッ
ク

フ
ェ
ス
タ
開
催
!!

中
央
図
書
館
こ
ど
も
し
つ
で
は
、

毎
年
４
月
23
日
の
「
子
ど
も
読

書
の
日
」
に
併
せ
て
『
こ
ど
も
ブ
ッ
ク

フ
ェ
ス
タ
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
４
月
19
日
（
土
）
〜
５
月
６
日

（
火
）
の
期
間
開
催
し
ま
す
。
そ
の
内

容
は
、
連
日
参
加
す
る
と
〝
す
て
き
な

何
か
〞
が
完
成
す
る
「
連
続
お
は
な
し

会
」
や
大
画
面
で
見
る
「
ビ
デ
オ
上
映

会
」、
切
り
紙
が
で
き
る
「
セ
ル
フ
工

作
」、
皆
さ
ん
か
ら
の
〝
お
す
す
め
本
〞

で
完
成
す
る
「
ブ
ッ
ク
ツ
リ
ー
」
な
ど
、

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
！

　

ま
た
、原
書
出
版
50
年
を
迎
え
た『
く

ま
の
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
』
を
始
め
と
し
た

〝
く
ま
〞
の
本
の
展
示
や
〝
く
ま
〞
の

本
に
関
す
る
ク
イ
ズ
も
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
中
央
図
書
館
で
配
布
し

て
い
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
渥
美
図
書
館
で
も
同
日
程
で
「
子
ど
も

読
書
の
日
イ
ベ
ン
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
、
ぜ
ひ
図

書
館
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
！

▲くまの本
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「
朝
は
食
欲
が
な
い
」

「
ゆ
っ
く
り
寝
て
い
た
い
」

「
忙
し
く
て
食
べ
る
時
間
が
な
い
」
…

朝
食
を
食
べ
な
い
主
な
理
由
で
す
。
し

か
し
、
午
前
中
か
ら
し
っ
か
り
活
動
す

る
た
め
に
は
、
朝
食
は
不
可
欠
で
す
。

朝
食
パ
ワ
ー
❶ 「
脳
を
起
こ
す
」

脳
は
眠
っ
て
い
る
間
で
も
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
使
う
た
め
、
朝
に
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
不
足
。
朝
食
は
、
脳
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
送
り
、
す
っ
き
り
目

覚
め
さ
せ
ま
す
。

朝
食
パ
ワ
ー
❷ 「
体
を
起
こ
す
」

睡
眠
中
に
下
が
っ
た
体
温
を
上
昇

さ
せ
、
体
を
目
覚
め
さ
せ
ま
す
。

朝
食
パ
ワ
ー
❸ 「
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
給
」

体
が
活
動
す
る
た
め
に
必
要
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
補
給
し
ま
す
。

朝
食
パ
ワ
ー
❹ 「
排
便
を
促
す
」

消
化
器
系
を
刺
激
し
、
排
便
を
促

し
ま
す
。

休日のお楽しみ朝食
～ホットプレートを囲んで～

★わくわくホットケーキ

▲ チーズ、ウイン
ナー、すりおろし
たにんじん、コー
ン、バナナ、レー
ズンなど、いろいろな具を混ぜて

★旬の野菜ソテー

▲ かぼちゃ、じゃがいも、ほうれん
草などをバターでソテー

★りんごのキャラメリゼ
材料：りんご、バター、グラニュー糖
1りんごは薄めに切る。
2バターでりんごをいためる。
3上からグラニュー糖を振り、 
少し焦がしたらできあがり。

家
族
み
ん
な
で

早
寝
、早
起
き
、

朝
ご
は
ん
。

元
気

い
っ

ぱ
い
、

今
日
も
一
日

が
ん
ば
ろ
う
！

母子健康手帳交付

育児相談

健康相談

心とからだの健康相談

毎週月曜日（祝日を除く）
午後１時30分～３時

４月24日（木）　午前10時～11時30分

４月７日（月）　午前９時～10時30分

田原市役所
あつみライフランド

妊娠届出書の発行を受けた方
妊娠中の生活、母子健康手帳の使い方
妊娠中の食生活などについて

田原福祉センター

あつみライフランド

４月11日（金）　午前９時30分～10時30分 田原福祉センター 身体計測、育児・栄養相談
（乳幼児対象）

身体計測、育児・栄養相談
健康に関する相談（成人・乳幼児対象）

健康に関する相談、健診結果に関する相談
（成人対象）

事業名 月日・受付時間 場　所 対象者・内容など

※健康課の事務室移転に伴い、母子健康手帳の交付場所が「田原福祉センター」から「田原市役所」になりましたのでご注意ください。
※母子健康手帳交付日に都合の悪い方は、随時受け付けます。（土・日・祝日を除く午前８時30分～午後５時）
※予約制のものは１週間前までにお申し込みください。乳幼児健診・予防接種については、個人に通知します。

● インフォメーション

● 休日当直医
月日 電話番号当直医

５月６日（祝）

５月18日（日）

５月11日（日）

5 2 3局 3 9 4 6
5 2 2局 2 7 1 0
5 3 2局 3 7 4 9
5 2 2局 0 2 1 4
5 2 2局 6 1 3 3
5 2 2局 7 7 0 0
5 4 5局 2 2 0 3
5 2 3局 1 5 2 5
5 2 3局 2 3 0 2
5 2 4局 4 1 0 0
5 3 3局 0 1 6 2
5 2 3局 2 3 2 7

北山クリニック
まち眼科
昭和医院
平野歯科医院
河合医院
かわさき整形外科クリニック
山本医院
山内歯科医院
第２国見医院
山本耳鼻咽喉科
朽名医院
仲谷歯科医院

妊娠中の方とその夫（予約制）
パパの妊婦体験、赤ちゃん人形のもく浴など田原福祉センターパパママスクール

（育児体験コース） ５月10日（土）　午前８時50分～９時

田原福祉センター

あつみライフランド
５か月～６か月児とその保護者（予約制）
離乳食講習と保育の話、歯の話離乳食教室

５月２日（金）　午前９時50分～10時

５月15日（木）　午前９時50分～10時

診療時間　医科●午前9時～午後5時／歯科●午前9時～正午

夜間またはかかりつけの医師が不在のときは 渥美病院　5 22局2131

月日 電話番号当直医

４月27日（日）

４月29日（祝）

５月３日（祝）

５月４日（祝）

５月５日（祝）

5 2 3局 0 2 3 2
5 4 5局 2 5 1 6
5 3 5局 6 1 0 4
5 2 3局 2 3 0 2
5 2 3局 1 0 9 2
5 3 2局 1 5 1 5
5 3 2局 2 7 0 0
5 2 2局 6 1 3 3
5 3 7局 0 0 0 1
5 2 3局 7 3 0 0
5 2 9局 2 5 0 0
5 3 3局 0 3 1 3
5 2 2局 4 1 8 2
5 2 2局 1 2 3 0
5 3 5局 1 5 1 1
5 3 3局 0 2 3 9

宮木内科
渡会医院
藤岡歯科医院
第２国見医院
きまた眼科
藤岡医院
森下歯科医院
河合医院
岡田医院
赤石歯科クリニック
ふれあいばし診療所
丸山医院
おおかわ歯科
かわせ小児科
川瀬医院
鈴木歯科医院

朝
食
で
パ
ワ
ー
全
開
！

“ごはん”と“みそ汁”で、
３色のバランスがとれた朝食を！

卵・魚・納豆・ハ
ム・果物・牛乳な
どを添えれば、
さらにバランス
アップ！

ごはん 　とうふ・
油あげ　など

野菜・きのこ・
　わかめ　など

黄（炭水化物を摂取）
赤（たんぱく質を摂取）

緑（ビタミン・ミネラルを摂取）
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風　

バ
イ
オ
マ
ス
っ
て
？

博　

家
畜
の
排
せ
つ
物
や
下
水
道
の
汚

泥
、
刈
り
取
っ
た
草
や
木
な
ど
を
無
駄
に

せ
ず
、
活
用
し
よ
う
と
い
う
も
の
じ
ゃ
。

菜　

エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
部
分
で
は
、

中
山
小
学
校
や
大
草
小
学
校
に
小
型
風
車

が
設
置
さ
れ
た
わ
。

風　

赤
羽
根
中
学
校
は
、
７
・
７
kW
の
太

陽
光
発
電
施
設
を
設
置
。
地
中
熱
も
利
用

し
た
環
境
に
や
さ
し
い
学
校
な
ん
だ
。

博　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
は
、
エ
コ
ラ

イ
フ
の
標
語
の
募
集
が
あ
っ
た
ぞ
。
さ
ら

に
エ
コ
マ
ネ
ー
の
実
証
実
験
が
行
わ
れ
た

ん
じ
ゃ
。
こ
れ
は
環
境
に
や
さ
し
い
行
動

を
す
る
と
、
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
る
制
度
な

ん
じ
ゃ
。

風　

あ
っ
！
そ
れ
か

ら
、
ぐ
る
り
ん
バ
ス

が
渥
美
地
区
で
も
走

り
始
め
た
ね
。

博　

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
目
指
し
て
、

田
原
駅
周
辺
の
整
備
も
行
わ
れ
て
お
る
。

菜　

私
た
ち
が
大
人
に
な
っ
て
も
き
れ
い

な
田
原
市
で
あ
る
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
の
ね
。

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室
☎
23
局
７
４
０
１

今
回
は
、
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
博
士
、

風
太
く
ん
、
菜
々
ち
ゃ
ん
と
一
緒

に
、
平
成
19
年
度

に
行
っ
た
「
た
は

ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ

ン
シ
テ
ィ
構
想
」

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

博　

菜
の
花
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

今
年
も
遊
休
農
地
に
菜
の
花
や
ひ
ま
わ
り

を
植
え
た
ん
じ
ゃ
。（
約
30 

ha
＝
ナ
ゴ
ヤ

ド
ー
ム
約
６
個
分
）

菜　

私
は
、
菜
種
を
収
穫
し
た
り
、
菜
種

油
で
料
理
し
た
り
し
て
、
菜
の
花
で
環
境

の
勉
強
も
し

た
わ
。

博　

日
本
風

景
街
道
に
登

録
さ
れ
た
渥

美
半
島
菜
の
花
浪
漫
街
道
は
、
基
本
構
想

を
策
定
し
、
基
本
理
念
を
「
花
が
彩
る
潮

騒
の
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
ロ
ー
ド
」
と
し
た

ん
じ
ゃ
。
ま
た
、
廃
棄
物
分
野
で
は
バ
イ

オ
マ
ス
構
想
が
作
ら
れ
た
ぞ
。

【
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
構
想
】

24菜々ちゃん
エコ・ガーデン博士

風太くん

ヘ
ク
タ
ー
ル

キ
ロ
ワ
ッ
ト

１月 ３月 ５月 ７月 ９月 11月 ２月
0
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4
5
6
7
8
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25

50

75

100

節水注意線

12/1 12/10 12/20 1/1 1/10 1/20 2/1 2/10 2/20 3/1 3/203/10

■宇連ダム・大島ダム・調整池の貯水率
水道料金のお支払いは、便利な口座振替で

宇連ダム・大島ダム
調整池の貯水率
宇連ダム・大島ダム
調整池の貯水率

3/20現在 48.3％

■三河湾の水質調査結果
海はいつもみなさんを見守っています。
ひとりひとりの心掛けで海を守っていきましょう。

三河港大橋
片浜沖
馬草沖
渥美火力放水口

■街角ネットたはら

毎日６回放送（内容は２週間ごとに更新）
①7：40 ②12：40 ③15：40 ④18：40 ⑤22：40 ⑥24：40
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

■田原ほっとらいん
毎週土・日曜日
１日５回放送
（次回は５月を予定）

放送日 内　容

～4/2 中央公園フィットネスコース
うたと楽器のゆかいなコンサート

　4/3～ 16 第１回田原市民コンサート
渥美半島桜めぐり

　4/17～ 30 ゴミゴミンと学ぼう「ごみの分け方」
シェルマよしご“縄文体験”

加入補助をしています

平成20年4月1日 　  　　　　　　　　│ 24 │



開催期間 ▼４月16日㊌～平成21年２月28日㊏
参加資格 ▼田原市ま
たは設楽町にお住
まい・お勤め・在学
の方
応募方法 ▼応募用紙
に交流先（田原市
にお住まいの方の
場合は設楽町）の
スポットのスタ
ンプを３つ集める
か、交流先のスタ
ンプ２つと自分の
住む市町のスタンプ１つを集め、必要事項を記入のうえ
郵送（平成21年２月28日必着）にてご応募ください。
　※郵送する際には、50円切手をお貼りください。
応募先 ▼田原市役所または設楽町役場津具総合支所
応募用紙 ▼田原市役所、赤羽根・渥美支所のほか、各ラリー
スポットに用意してあります。
賞品 ▼国内旅行券（特賞／１本）、グリーンメッセージ・ペ
ア宿泊券（１万円分／４本）、道の駅田原めっくんはう
す商品券（３０００円分／10本）、サンテパルクたはらウ
インナー教室ペア利用券（10本）、旬彩だいにんぐm

モ グ
ogu

（サンテパルクたはら内レストラン）ペア招待券（５本）、
菜の花せんべい（10本）、シェルマよしごオリジナルＴ
シャツ＋招待券（10本）、つぐ高原グリーンパーク共通
利用券（５０００円分／５本）、乾燥しいたけ箱詰め（５
本）、設楽特産品（40本）
問い合わせ ▼企画課☎２３局３５０７／設楽町役場津具総
合支所管理課☎（０５３６）８３局２３０１

田原市・設楽町田原市・設楽町　交流スタンプラリー　交流スタンプラリー
平成２年に姉妹提携を結び、交流を続けている田原市と
設楽町では、今年度もスタンプラリーを開催します。応
募用紙に指定のラリースポットに設置してあるスタ
ンプを押して応募すると、抽選ですてきな賞品が
当たります。

このコーナーでは、国内外合わせて７つある田原市このコーナーでは、国内外合わせて７つある田原市
の姉妹・友好都市などの情報をお届けします。の姉妹・友好都市などの情報をお届けします。

▼▼企画課　企画課　☎☎２３２３局局３５０７３５０７

姉妹都市・設楽町との交流

◉設楽町のラリースポット
1津具農業祭【10/26（予定）・愛知東農協津具支店】
2つぐグリーンプラザ
3道の駅　つぐ高原グリーンパーク
4面ノ木ビジターセンター【～11/30】
5つぐ丸広場（つぐっこの森内）【～10/31】
6田峯特産物直売所（田峰観音駐車場）
7道の駅　アグリステーションなぐら
8田口特産物振興センター
9愛知東農協／こんにゃく村【5/1～9/30】
10柿平広場【～10/31】

◉田原市のラリースポット
1設楽物産展・五平餅教室【7/27・田原文化会館】
2渥美半島菜の花まつり【平成21年１～３月】
3道の駅　田原めっくんはうす
4田原まつり会館
5シェルマよしご
6蔵王山展望台
7サンテパルクたはら
8赤羽根文化広場
9初立池公園
10道の駅　伊良湖クリスタルポルト

│ 25 │　　　　　　　　　　平成20年4月1日

設楽町の
ラリースポット
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平
成
19
年
11
月
22
日
（
木
）、
田
原
市

長
あ
て
に
「
農
業
施
策
等
に
関
す
る
要
望

書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
20

年
１
月
25
日（
金
）、
こ
の
要
望
の
内
容
に

つ
い
て
市
長
と
意
見
を
交
わ
す
た
め
「
市

長
と
の
意
見
交
換
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

田
原
市
か
ら
は
、
市
長
を
は
じ
め
関
係
職

員
に
も
出
席
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
提
出
し
た
要
望
書
の
内
容
と
、
そ

れ
に
対
す
る
田
原
市
の
意
見
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

1
担
い
手
女
性
農
業
者
へ
の
支
援

◉
農
業
委
員
会
か
ら
の
要
望

　

担
い
手
農
業
者
の
組
織
に
は
、
認
定
農

業
者
連
絡
会
、
農
業
経
営
士
、
青
年
農
業

士
、
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
、
農
村
生
活
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
、
農
村
輝
き
ネ
ッ
ト
な
ど
が
あ
り
ま

す
が
、
男
性
中
心
の
組
織
に
比
べ
女
性
組

織
へ
の
行
政
へ
の
支
援
は
少
な
い
の
が
現

状
で
す
。
ま
た
、
女
性
が
対
外
的
な
活
動

を
行
う
に
は
男
性
同
様
と
い
う
わ
け
に
は

い
か
な
い
面
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
女
性
の
考
え
方
を
中
心
に

し
た
起
業
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今

後
も
推
進
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
担
い
手
で

あ
る
農
村
女
性
が
自
分
の
能
力
を
十
分
発

揮
で
き
る
社
会
づ
く
り
へ
の
支
援
に
つ
い

て
要
望
し
ま
し
た
。

◉
田
原
市
の
意
見

　

団
体
の
活
動
と
い
う
面
で
は
現
在
、
農

業
団
体
な
ど
が
構
成
す
る
農
業
改
良
推
進

協
議
会
に
負
担
金
を
出
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
こ
と
か
ら
、
男
性
中
心
の
団
体
の

中
に
、
女
性
も
積
極
的
に
入
っ
て
い
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

女
性
が
能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
づ

く
り
に
つ
い
て
は
、
農
業
改
良
推
進
協
議

会
と
調
整
し
、
具
体
的
な
内
容
を
十
分
把

握
し
た
う
え
で
、

支
援
で
き

る
こ
と
は

支
援
し
て

い
き
た
い

と
思
い
ま

す
。

2
老
朽
化
し
た
農
業
用
施
設
の
処
理

◉
農
業
委
員
会
か
ら
の
要
望

　

壊
れ
た
ま
ま
の
農
業
用
施
設
（
木
製
ガ

ラ
ス
温
室
、豚
舎
、牛
舎
、鶏
舎
な
ど
）
は
、

遊
休
農
地
に
な
っ
て
い
た
り
す
る
な
ど
有

効
利
用
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
周
囲
の
景

観
も
損
な
っ
て
い
ま
す
。
原
因
は
、
処
理

す
る
際
の
費
用
が
高
額
で
あ
る
こ
と
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
遊
休

農
地
の
発
生
防
止
と
農
地
の
有
効
利
用
を

促
進
す
る
た
め
に
も
、
処
理
費
用
の
支
援

に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

◉
田
原
市
の
意
見

　

他
県
の
補
助
な
ど
の
状
況
を
調
査
し
、

参
考
に
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。
し
か
し
、

基
本
的
に
は
個
人
の
財
産
な
の
で
、
ま
ず

は
所
有
者
を
調
査
し
、
そ
の
所
有
者
に
片

付
け
て
も
ら
う
よ
う
な
方
法
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
課
題
を

解
決
す
る
に
は
、
市
民
が
中
心
と
な
っ
て

行
う
も
の
と
、
行
政
が
中
心
と
な
っ
て
行

う
も
の
が
あ
る
の
で
、
地
域
で
で
き
る
こ

と
は
ま
ず
地
域
で
議
論
し
て
課
題
を
解
決

す
る
と
い
う
姿
勢
を
も
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。　
　

3
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
業
務
に
つ
い
て

◉
農
業
委
員
会
か
ら
の
要
望

　

田
原
市
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
は
現
在
、

菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
を
は
じ

め
６
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
聞
い
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
開
設
か
ら
期
間
が
短
い

せ
い
か
、
目
に
見
え
る
よ
う
な
事
業
の
進

展
が
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
営
農

支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
掲
げ
て
い
る

事
業
の
早
期
達
成
と
、
来
客
者
に
極
力
そ

の
場
で
応
対
し
て
も
ら
う
体
制
づ
く
り
に

つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

◉
田
原
市
の
意
見

　

現
在
未
着
手
の
事
業
の
う
ち
、
ま
ず
、

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
事
業
（
滞
在
型
市
民

要
望
書
の
提
出
と

意
見
交
換
会
の
開
催
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農
園
）
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
「
空

き
家
を
利
用
し
た
市
民
農
園
」
を
考
え
て

い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
農
機
具
バ
ン
ク
事

業
（
必
要
な
人
に
農
機
具
を
貸
す
事
業
）

に
つ
い
て
は
、
現
在
詳
細
を
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

な
お
、
来
客
者
の
応
対
に
つ
い
て
は
、

支
援
セ
ン
タ
ー
は
赤
羽
根
支
所
に
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
場
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
れ
ば
内
線
電
話
を
利
用
し
た
り
す
る
な

ど
、
な
る
べ
く
移
動
さ
せ
な
い
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

4
農
業
委
員
の
報
酬

◉
農
業
委
員
会
か
ら
の
要
望

　

現
在
、
農
業
委
員
は
毎
月
の
総
会
の

ほ
か
、
３
つ
の
委
員
会
の
開
催
、
農
家

な
ど
か
ら
の
相
談
、
調
査
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
農
地
法
の
取
り
扱
い
件

数
、
１
委
員
あ
た
り
の
担
当
地
域
面
積
な

ど
も
、
三
河
地
区
に
お
い
て
は
上
位
に
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
報
酬
は
下
位
に
あ
る

た
め
、
三
河
地
区
の
状
況
を
踏
ま
え
た
報

酬
の
適
正
額
へ
の
改
定
に
つ
い
て
要
望
し

ま
し
た
。

◉
田
原
市
の
意
見

　

現
在
の
報
酬
額
（
会
長
２
万
８
０
０
０

円
、
委
員
２
万
２
０
０
０
円
／
月
額
）
に

な
っ
た
の
は
平
成
16
年
度
か
ら
で
す
が
、

額
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
「
随
時
」
と
い

う
か
た
ち
で
行
っ
て
い
ま
す
。
報
酬
の
支

払
い
形
態
な
ど
を
他
市
と
よ
く
比
較
し
、

平
成
20
年
度
に
は
報
酬
審
議
会
を
開
催
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
、
農
地
を
貸
す
方
お
よ
び
農

地
を
借
り
る
農
業
者
に
対
す
る
補
助
金
の

基
準
が
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

農
地
を
貸
す
場
合

対
象
▼
認
定
農
業
者
に
農
地
を
貸
す
方

要
件
▼
６
年
以
上
の
賃
貸
借
で
あ
る
こ
と

補
助
金
の
交
付
額
▼
農
地
＝
２
万
円
、
採

草
放
牧
地
４
０
０
０
円
（
貸
し
付
け
農
地

10
ア
ー
ル
当
た
り
）

農
地
を
借
り
る
場
合

対
象
▼
認
定
農
業
者

要
件
▼

❶
６
年
以
上
の
賃
貸
借
で
あ
る
こ
と

❷
新
規
設
定
（
過
去
に
貸
借
が
設
定
さ
れ

た
こ
と
が
な
い
）
の
農
地
で
あ
る
こ
と

❸
経
営
農
用
地
面
積
が
２
ヘ
ク
タ
ー
ル

以
上
（
農
業
生
産
法
人
は
２
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
常
時
従
事
者
数
を
乗
じ
た
面
積
以

上
）
と
な
る
こ
と

補
助
金
の
交
付
額
▼
５
０
０
０
円

（
経
営
農
用
地
面
積
以
上
と
な
っ
た
借
り

受
け
農
地
10
ア
ー
ル
当
た
り
）

　

平
成
20
年
２
月
27
日
（
水
）、
サ
ン
テ

パ
ル
ク
た
は
ら
で
「
家
族
経
営
協
定
調
印

式
」
が
行
わ
れ
、
今
年
度
新
た
に
41
世
帯

が
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
締
結
す
る
こ
と
に
よ
り

家
族
で
話
す
機
会
を
増
や
し
、
農
業
経
営

の
改
善
な
ど
に
つ
な
が
る
も
の
で
す
。
ぜ

ひ
締
結
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

田
原
市
で
は
、
農
地
の
土
砂
流
出
の
処

理
の
た
め
に
、
市
と
土
地
改
良
区
合
わ
せ

て
毎
年
１
０
０
０
万
円
以
上
の
経
費
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

流
出
し
た
土
砂
は
、
道
路
の
通
行
や
排

水
路
の
排
水
な
ど
に
支
障
を
き
た
し
、
大

き
な
事
故
や
災
害
を
招
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
土
砂
の
流

出
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

農
地
の
土
砂
流
出
は
、排
水
路
が
無
い
、

の
り
面
が
急
こ
う
配
で
あ
る
な
ど
、
地
域

で
対
策
を
考
え
な
け
れ
ば
解
消
で
き
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
農
地
の
耕
作
者
個

人
で
も
、
除
草
剤
の
使
用
を
抑
え
て
の
り

面
の
草
を
残
し
た
り
、
の
り
面
に
保
護
植

物
を
植
え
た
り
す
る
な
ど
の
対
策
を
講
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
分
の
農
地
は
自

分
で
管
理
す
る
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
大

切
な
農
地
の
保
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
は
、
第
20
回
農
業
委
員
統
一
選
挙

の
年
で
す
。
田
原
市
で
も
20
人
が
選
挙
で

選
ば
れ
ま
す
。農
業
者
の
声
を
受
け
止
め
、

行
動
す
る
委
員
を
選
び

ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
委
員
の

任
期
は
、
７
月
27

日
ま
で
で
す
。

家
族
経
営
協
定
調
印
式
を
開
催

今
年
は
農
業
委
員
会
委
員
の

選
挙
の
年
で
す

農
地
の
土
砂
流
出
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う

▲市長との意見交換会の様子

農
地
の
貸
し
借
り
に
対
す
る

補
助
基
準
の
変
更
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地
震
だ
！　

そ
の
と
き
ど
う
す
る
？　

③
屋
内
―
外
出
先
―

35

防
災
ま
め
知
識

こ
ん
に
ち
は
、〝
の
り
り
ん
〞
で
す
。

突
然
地
震
が
発
生
し
た
と
き
身

を
守
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の

か
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

◉
外
出
先
で
地
震
が
発
生
し
た
場
合

劇
場
・
ホ
ー
ル
で

　

地
震
が
発
生
し
た
ら
…

　

座
席
の
間
に
う
ず
く
ま
り
、
カ
バ

ン
や
衣
類
で
落
下
物
か
ら
頭
を
守
り
ま

す
。
頭
上
に
大
き
な
照
明
な
ど
が
あ
る

と
き
は
、
そ
の
場
か
ら
移
動
し
ま
す
。

注
意
す
る
こ
と
は
、
あ
わ
て
て
出
口
に

殺
到
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
係
員

の
指
示
に
従
っ
て
、
冷
静
に
行
動
し
ま

し
ょ
う
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
中
で

　

地
震
が
発
生
し
た
ら
…

　

地
震
時
管
制
運
転
装
置
が
つ
い
て
い

る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
自
動
的
に
最
寄

り
の
階
に
止
ま
り
ま
す
。
停
止
し
た
階

で
降
り
ま
し
ょ
う
。
装
置
が
つ
い
て
い
な

い
場
合
は
、
す
べ
て
の
階
の
ボ
タ
ン
を
押

し
、
停
止
し
た
階
で
降
り
ま
し
ょ
う
。
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て

も
、
天
井
な
ど
か
ら
無
理
に
脱
出
せ
ず
、

非
常
ボ
タ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
連
絡
を

と
り
、
救
出
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

地
下
街
で

　

地
震
が
発
生
し
た
ら
…

　

地
下
街
は
、
地
震
に
対
し
て
比
較
的
安

全
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
き
な
柱
や

壁
に
身
を
寄
せ
、
揺

れ
が
収
ま
る
の
を
待

ち
ま
す
。
頭
を
保
護

す
る
の
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

火
災
が
発
生
し
た
ら
、
ハ
ン
カ
チ
な
ど

で
鼻
と
口
を
覆
い
、
体
を
低
く
し
て
、
壁

伝
い
に
地
上
に
避
難
し
ま
す
。
地
下
街
に

は
、
約
60
ｍ
お
き
に
出
口
が
あ
り
ま
す
の

で
、
落
ち
着
い
て
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
防
災
対
策
室
☎
23
局
３
５
４
８

詳しくは…●児童課（田原福祉センター）　☎23局3513
児童センター・児童館だよりをご覧ください。
※保育園・幼稚園・福祉センターにあります。

７日（月）、14日（月）、
21日（月）、28日（月）

４ 月のお休み

・工
こう

作
さく

ランド
 『母

はは

の日
ひ

のプレゼントづくり』
開催期間●４月22日（火）～５月11日（日）
平日 ▼午後１時30分～４時10分
土・日・祝日 ▼午後１時30分～３時30分

・絵
え

本
ほん

の読
よ

み聞
き

かせ
日時●４月17日（木）
幼児向け幼児向け ▼▼午前10時30分～午前10時30分～

・４月のチャレンジ

▼おり紙
かみ

風
ふう

船
せん

とばし 

・映
えい

画
が

会
かい

【児童センター】
日時●４月20日（日） 午後１時30分～
【西部児童館】
日時●４月12日（土） 午後１時30分～

・子
こ

育
そだ

て講
こう

座
ざ

（児童センターのみ開催）

日時●４月16日（水） 午前10時～11時45分

田原児童センター☎23局4761／西部児童館☎25局021128件（43件）

29人（44人）

0人（1人）

123件（225件）

4件（9件）

168件（374件）

侵 入 盗●

乗 物 盗●

非侵入盗●

火災●

救急●

人身●

負傷●

死亡●

物損●

窃盗犯罪発生件数

火災・救急件数

交通事故発生件数

2件（5件）

3件（9件）

5件（15件）

※（　）内の数字は平成20年の累計

危険を予測して、事故を防ぎましょう

2月

そのときそのとき

どうする
!?

どうする
!?

そのときそのとき

どうする
!?

どうする
!?

そのときそのとき

どうする
!?

どうする
!?
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●高松保育園
堀 彪太  くん（5歳）

【評】ニッコリ笑ったおだいり様とおひな様。何を話して

いるのでしょうね。

【評】「鬼は外！福は内！」と、かけ声が聞こえてくるよう
ですね。

●高松保育園
廣中佑衣  ちゃん（5歳）

●田原中学校3年
安宅成美  さん

●田原中学校2年
福井奈津子 さん

さまわら さま なに はな

ひろまめ

そとおに きふく うち ごえ

にんぎょう つく

ひょう ひょう

【評】色は一色ですが、いろい
ろなタッチを使い分け、部活
動への思いを表現しました。

【評】とても立体的にカービ
ングができました。彩色も鮮
やかで、楽しい仮面に仕上が
りました。

「びっくり顔！？」
「絵を描くもう一人の自分」

三浦
 千鶴子
 先生
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「
東
大
寺
瓦
」
の
出
土
地
で
あ
っ
た
こ

の
遺
跡
は
〝
伝
説
的
〞
に
解
釈
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
大
正
時
代
に
は
、
治じ

承し
ょ
う

４

年
（
１
１
８
０
年
）
の
源
平
の
合
戦
に
お

い
て
、
平

た
い
ら
の

重し
げ

衡ひ
ら

の
手
に
よ
り
東
大
寺
が

焼
失
し
た
後
、
そ
の
再
建
に
使
わ
れ
た
瓦

が
こ
こ
で
焼
か
れ
て
い
た
と
わ
か
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
東
大
寺
の
大
仏
殿
等
再
建
は
、
朝

廷
が
俊し

ゅ
ん
じ
ょ
う
ぼ
う
ち
ょ
う
げ
ん

乗
坊
重
源
を
東
大
寺
の
勧か

ん

進じ
ん

職し
ょ
く

に
任
命
し
、
各
地
か
ら
再
建
の
費
用
を
集

め
さ
せ
る
な
ど
、
当
時
の
日
本
の
一
大
事

業
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

再
建
に
使
わ
れ
た
瓦
が
、
岡
山
県
に
あ
る

万ま
ん

富と
み

東
大
寺
瓦
窯
跡
（
国
指
定
史
跡
）
と

伊
良
湖
東
大
寺
瓦
窯
跡
で
焼
か
れ
て
い
た

の
で
す
。

　

昭
和
40
年
に
出
土
地
で
行
わ
れ
た
発
掘

調
査
で
は
、
３
基
の
窖あ

な

窯が
ま

が
見
つ
か
り
ま

し
た
。
こ
こ
か
ら
は
瓦
だ
け
で
は
な
く
、

経き
ょ
う
も
ん文

を
彫
っ
た
瓦
や
塔と

う

な
ど
の
宗
教
用
具

の
ほ
か
、
渥
美
窯
で
普
通
に
焼
か
れ
て
い

た17-32

や
壺つ

ぼ

、
茶
わ
ん
も
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
。
宗
教
用
具
は
、
焼
き
物
づ
く
り

の
技
術
だ
け
で
は
な
く
、
仏
教
や
仏
教
用

具
の
知
識
を
持
っ
て
い
な
い
と
で
き
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

僧
侶
な
ど
が
生
産
に
携
わ
っ
て
い
た
の
は

間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
こ
の

窯か
ま

は
、
東
大
寺
の
再
建
の
た
め
に
開
発
さ

れ
た
窯
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
そ
の
た

め
だ
け
な
ら
、
瓦
の
制
作
や
窯
の
技
術
ま

で
も
が
こ
の
地
に
直
接
も
た
ら
さ
れ
た
は

ず
で
す
。
し
か
し
、
実
際
は
、
以
前
か
ら

あ
っ
た
甕
や
壺
、
茶
わ
ん
を
焼
く
窯
と
な

ん
ら
変
わ
ら
な
い
構
造
で
し
た
。つ
ま
り
、

渥
美
の
窯
の
技
術
を
応
用
し
、
瓦
の
生
産

に
充
て
た
も
の
で
し
た
。

　
「
こ
こ
で
焼
か
れ
た
瓦
が
、
あ
の
大
き

な
大
仏
様
を
守
っ
て
い
た
な
ら
…
」
な
ど

と
ロ
マ
ン
が
か
き
立
て
ら
れ
ま
す
が
、
今

の
と
こ
ろ
大
仏
殿
に
葺ふ

か
れ
て
い
た
と

い
う
確
た
る
証
拠
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
今

の
大
仏
殿
は
江
戸
時
代
に
再
建
さ
れ
ま
し

た
。）
し
か
し
、
東
大
寺
の
鐘し

ょ
う
ろ
う楼

屋
根
の

葺
き
替
え
や
、
境
内
の
発
掘
調
査
で
も
伊

良
湖
の
瓦
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
の
で
、

焼
か
れ
た
瓦
が
実
際
に
東
大
寺
で
使
わ
れ

た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
瓦
は
壊

れ
な
い
か
ぎ
り
使
わ
れ
続
け
、
違
う
建
物

に
も
転
用
さ
れ
た
り
す
る
た
め
、
鎌
倉
時

代
に
焼
か

れ
た
伊
良

湖
の
瓦
が

そ
の
ま
ま

鐘
楼
の
屋

根
に
残
っ

て
い
た
の

で
し
ょ
う
。

何
か
不
思
議
な
感
じ
が
し
ま
す
ね
。

　

そ
れ
で
は
、
い
っ
た
い
な
ぜ
こ
こ
で

東
大
寺
瓦
を
焼
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。
ひ
と
つ
は
、
す
で
に
焼
き
物
を

つ
く
る
技
術
、
焼
く
た
め
の
窯
の
技
術
が

渥
美
半
島
に
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
で
は
、
そ
の
主
体
と
な
っ
た
の
は
だ

れ
な
の
か
。
こ
れ
は
ま
だ
は
っ
き
り
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
渥
美
半
島
は
伊
勢
神
宮
領

が
多
い
た
め
、
神
宮
関
連
の
者
が
そ
の
仲

介
に
携
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
説

が
有
力
で
す
。

　

重
さ
１
枚
７
㎏
も
あ
る
瓦
は
、
伊
勢

湾
を
渡
り
奈
良
の
東
大
寺
に
運
ば
れ
ま
し

た
。
東
大
寺
再
建
に
か
か
わ
っ
た
人
た
ち

の
熱
意
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
伊
良
湖
東

大
寺
瓦
窯
は
昭
和
42
年
に
国
指
定
史
跡
と

な
り
、
現
在
は
伊
良
湖
町
に
あ
る
「
初は

っ

立た
ち

ダ
ム
」
の
堤
防
斜
面
に
保
存
さ
れ
て
い
ま

す
。（
増
山
）

▼
文
化
振
興
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

ま
ぼ
ろ
し
の
古こ

窯よ
う

、渥あ
つ

美み

窯よ
う 

4

　
　

〜
伊
良
湖
東
大
寺
瓦か

わ
ら
か
ま
あ
と

窯
跡
〜

▲東大寺で見つかった伊良湖の瓦

▲伊良湖で焼かれた瓦が見つかった東大寺の鐘楼

▲大正時代の伊良湖東大寺瓦窯跡の風景
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Citizen's
Plaza

市民みんなで
交通安全

　

２
月
20
日
に

は
、
田
原
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

に
よ
り
、
国
道

２
５
９
号
大
久

保
交
差
点
付
近

に
「
交
通
安
全

啓
発
看
板
」
が

設
置
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
市
民
・
団
体
参
加
の
活

動
に
よ
り
、
た
く
さ
ん
の
人
が
交
通
安

全
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
が
増
え
、
交

通
事
故
の
減
少
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま

す
。こ
れ
か
ら
も
市
民
一
体
と
な
っ
て
、

交
通
事
故
の
な
い
ま
ち
を
目
指
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

■
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

　

現
在
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
死
亡
事
故

が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
よ

う
に
、
交
通
安
全
に
対
す
る
国
民
の
意

識
は
、
確
実
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
全
国
運
動
と
し
て
「
交

通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」（
平
成

20
年
度
は
２
月
20
日
と
４
月
10
日
）
が

定
め
ら
れ
、
国
民
の
さ
ら
な
る
意
識
の

向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

田
原
市
内
で
は
、
多
く
の
市
民
参

加
に
よ
り
交
通
安
全
啓
発
活
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
月
16
日
に
は
、和
地
小
学
校
が「
交

通
安
全
菜
の
花
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実

施
し
、
児
童
ら
が
ド
ラ
イ
バ
ー
に
菜
の

花
と
交
通
安
全
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い

た
手
紙
を
手
渡
し
、
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

４

●水道料・下水道使用料金
（２・３月分）

水

金

4月30日
4月25日

国民健康保険税
（第１期分）

介護保険料
（第１期分）

納
期
限

の

●

●以外

　

１
か
ら
５
ま
で
の
問
題
を
解
い
て
マ
ス

を
埋
め
ま
し
ょ
う
。
太
枠
の
部
分
を
上
か

ら
順
番
に
並
べ
る
と
答
え
で
す
。
今
月
の

広
報
を
よ
〜
く
読
む
と
わ
か
る
よ
。

１　

午
前
中
か
ら
し
っ
か
り
活
動
す
る
た

め
に
は
、
朝
食
は
○
○
○
○
で
す
。

２　

３
月
２
日
、
田
原
文
化
会
館
で
『
自

主
防
災
会
の
○
○
○
熟
成
を
目
指
し

て
』
と
題
し
た
「
防
災
講
演
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

３　

２
月
27
日
、
福
江
町
に
○
○
○
○
歩

道
橋
が
お
目
見
え
し
ま
し
た
。

４　

東
大
寺
の
大
仏
殿
等
再
建
に
使
わ
れ

て
い
た
瓦
は
、
○
○
○
○
東
大
寺
瓦
窯

跡
と
伊
良
湖
東
大
寺
瓦
跡
で
焼
か
れ
て

い
た
の
で
す
。

５　

平
成
20
年
度
は
、
市
民
の
参
加
と
○

○
○
○
○
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

な
ど
、
６
つ
の
施
策
を
重
点
事
業
と
し

て
取
り
組
み
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
、

広
報
た
は
ら
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど

を
記
入
し
て
「
広
報
た
は
ら
」
へ
お
送
り

く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10

名
の
方
に
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
締
め
切
り
＝
４
月
21
日
（
月
）
必
着

▼
あ
て
先
＝
〒
４
４
１

－

３
４
９
２

（
住
所
不
要
）田
原
市
役
所「
広
報
た
は
ら
」

【
３
月
号
の
答
え
】
こ
う
し
え
ん 

（
応
募
総
数
43
通
中
、正
解
38
通
、当
選
者

の
方
の
み
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

1

2

3

4

5
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創部から１０２年…
田原の歴史に刻んだ新たな１ページ
　３月22日に行われた第80回記念選抜高校野球大会
初戦、成章高校は駒大岩見沢高校（北海道）を３対２で
下し、春夏通して甲子園での初勝利を手にしました。
　創部から１０２年、36年ぶり２回目の挑戦でついに
つかんだこの歴史的な勝利に、選手はもちろん、かけ
つけた大応援団や自宅で観戦していた市民の皆さん
は、喜びを分かち合いました。

「まるでホームグラウンド」。
選手たちを支えた“菜の花色の大応援団”
　試合には、田原市からも多くの人が甲子園球場を訪
れ、選手たちに直接声援を送りました。
　黄色いジャンパーや帽子をそれぞれが身に着け、三
塁側を田原市の花である“菜の花色”一色に染めた大
応援団。一球ごとに場内にひびかせた
歓声は、選手たちに「まるでホーム
グラウンドでの試合のようだっ
た」と言わせるほどの支えとな
り、成章高校の甲子園初勝利に
貢献しました。　

本誌は再生紙を使用しています。

N
o.619 平

成
20
年
４
月
号

●
編
集
・
発
行
／
田
原
市
役
所
総
務
部
広
報
秘
書
課

●
電
話
／
0531 -22 -1111（

代
表
）

●
E
メ
ー
ル
／
koho@

city.tahara.aichi.jp

６６，６６８人　総人口

３３，７７３人　男性

３２，８９５人　女性

２１，１１１世帯世帯数

５０人出生 ５４人死亡

１４２人転入 １５８人転出

－２０人増減 ※増減は２月中です

（平成19年10月１日現在・国土地理院調べ）

■人口と世帯数

■行政面積
１８８.８１km2

（平成20年３月１日現在）

植
物
が
芽
を
出

し
、い
ろ
い
ろ
な

花
が
ま
ち
を
彩
る

春
の
到
来
で
す
。

こ
の
春
と
い
う
言

葉
は
、幸
せ
を
表
す
場
合
に
も
使
わ

れ
ま
す
ね
。う
れ
し
い
こ
と
が
あ
る

と「
春
が
来
た
」な
ん
て
言
い
ま
す
よ

ね
。確
か
に
春
は
、明
る
く
楽
し
い
イ

メ
ー
ジ
で
、悪
い
イ
メ
ー
ジ
は
わ
き

ま
せ
ん
。春
と
聞
い
た
だ
け
で
幸
せ

な
気
分
に
な
り
ま
す
ね
▼「
つ
く
し

誰
の
子
、ス
ギ
ナ
の
子
」と
わ
ら
べ
歌

に
も
な
っ
て
い
る
つ
く
し
。こ
の
つ

く
し
は
、春
先
の
野
道
や
土
手
に
か

わ
い
ら
し
い
姿
の
顔
を
出
し
ま
す
。

そ
の
つ
く
し
を
探
し
に
、遠
足
に
出

か
け
た
か
わ
い
い
子
ど
も
た
ち
。た

く
さ
ん
見
つ
け
、幸
せ
い
っ
ぱ
い
の

笑
顔
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。そ
ん
な

様
子
を
見
て
い
る
と
、な
ん
だ
か
幸

せ
な
気
分
に
な
り
ま
し
た
▼
私
に
か

わ
い
い
春
を
届
け
て
く
れ
た
子
ど
も

た
ち
。こ
れ
か
ら
つ
く
し
の
よ
う
に
、

す
く
す
く
と
元
気
に
育
っ
て
い
く
の

が
楽
し
み
で
す
。（
Ｍ
Ｒ
）

※今月の「地域の再発見！わたしが選ぶ渥美半島キラリ１００選」は、都合によりお休みさせていただきます。

▲応援団とチアリーダーの“即席”らしからぬ頼もしさと、吹
奏楽部のテンポよく力強い演奏に導かれ、訪れた観衆は一丸
となって選手たちを応援しました。

▲強気な投球でチ
ームを勝利に導い
た小川投手
（写真提供：古田町
永井茂章さん）
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第80回記念選抜高校野球大会

成章高校野球部、成章高校野球部、
悲願の甲子園初勝利!!悲願の甲子園初勝利!!


